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ずっと前の古典アラビア語講読の授業のノートをもとに作ったアラビア語と日本語の対訳です。アラビア

語には母音符号をつけています。 

先生の講義内容は正しかったはずですが、受講者の不注意のため、このノートにはいくつか間違いもあ

るかと思います。ご容赦下さい。 

この冊子は同タイトルのＷｅｂページに、 順次掲載しているものをまとめたものです。 

お気づきの点、ご質問等がございましたら、http://arabiago.jimdo.com のページからご連絡をお願いしま

す。 

 

このⅡではالميدانى マイダーニー（d.1124）の مثالمجمع الأ  『ことわざ集成』 からのテキストを集めました。 

ことわざの由来となった物語が述べられた長いものから、短い解説が付けられただけのものなど、いろい

ろです。 

ここに挙げたテキストは、そのことわざの解説全文ではなく、一部のみの抜粋もあります。 

また、ことわざの由来等については、マイダーニーがここに挙げたもの以外の説もあります。 
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1.シャンファラーより速く走る 

  لشَّنْفَرَىٱأَعْدَى مِنَ 
「シャンファラーより速く走

る」 

  لْعَدْوِٰوَمِنْٰحَدِيثِهِٰفِيمَاٰذَكَرَٰأبُوٱذَاٰمِنَٰهٰ 

これ（أعدى）はعدو 「走る」と

いう語から来ている。彼に

ついての話の中にアブー・ 

ٰأَنَّهُٰخَرَجَٰهُوَٰوَتَأَبَّطَٰشَرًّاٱٰوعَمْرٰ    لشَّيْبَانِىُّ

アムル・シャイバーニーが

述べるところに従えば次の

ような話がある。彼とタアッ 

ٰفَأَغَارُواٰعَلَىٰبَجِيلَةَٰ   وَعَمْرُوٰبْنُٰبَرَّاق 

バタ・シャッランとアムル・

ブン・バッラークが出かけ

てバジーラ部族を襲撃した 

  لْمَاءِٰٱصَدًاٰعَلَىٰفَوَجَدُواٰلَهُمْٰرَٰ
ところが、水場に見張り達

がいるのを見つけた。 

  مَاللَّيْلِٰقَالَٰلَهُٰٱفَلَمَّاٰمَالُواٰلَهُٰفِىٰجَوْفِٰ

真夜中に彼らがその（水場

の）ほうへ曲がって行った

とき、２人に 

ٰبِٰٰتَأَبَّطَٰ نِّىٰلَََسْمَعُٰٱشَرًّاٰإِنَّ   لْمَاءِٰرَصَدًاٰوَاِ 

タアッバタ・シャッランが言

った。水のところに見張り

がいる、私には連中の 

 。心臓の動悸が聞こえる  لْقَوْمِٰٱوَجِيبَٰقُلُوبِٰ

ٰفَقَالََٰمَاٰنَسْمَعُٰشَيْئًاٰوَمَاٰهُوَٰ   قَلْبُكَٰإِلََّ

２人は言った。我々には何

も聞こえない、お前の心臓

の動悸にほかならない 

  فَوَضَعَٰأَيْدِيَهُمَاٰعَلَىٰقَلْبِهِٰيَجِبُٰ

だろう。そこで彼は２人の

手を自分の心臓の上に置

いて言った。 

ابًاٰاٰمَٰللِٰٱوَقَالَٰوَٰ   يَجِبُٰوَمَاٰكَانَٰوَجَّ

神かけて、それは動悸して

いない、動悸の激しいもの

ではない。 

  لْمَاءِٰٱواٰفَلََٰبُدَّٰلَنَاٰمِنْٰوُرُودِٰقَالُٰ

彼らは言った。我々はどう

しても水のところへ下りて

行かねばならない。 

  لرَّصَدُٰعَرَفُوهُٰٱلشَّنْفَرَىٰفَلَمَّاٰرَآهُٰٱفَخَرَجَٰ

そこでシャンファラーが出

て行った。見張り達は彼を

見て誰だかわかったが、 
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حَتَّىٰشَرِبَٰمِنَٰ   إِلَىلْمَاءِٰوَرَجَعَٰٱفَتَرَكُوهُٰ
放っておいたので、彼は水

を飲んで仲間達のところへ 

  لْمَاءِٰأَحَدٌٰوَلَقَدْٰٱمَاٰبِٰٰللِٰٱأَصْحَابِهِٰفَقَالَٰوَٰ

戻って言った。神かけて、

水のところには誰もいな

い、 

 。私は水溜から水を飲んだ  لْحَوْضِٰٱشَرِبْتُٰمِنَٰ

ٰفَقَالَٰتَأَبَّطَٰشَرًّاٰبَلَىٰوَلٰ    لْقَوْمَٰلََٰٱكِنَّ
タアッバタ・シャッランは言

った。いや、連中はお前が 

  إِنَّمَاٰيُرِيدُونَنِىيُرِيدُونَكَٰ
欲しいのではなく、私が欲

しいのだ。 

ٰفَشَرِبَٰوَرَجَعَٰوَلَمْٰٱثمَُّٰذَهَبَٰ   بْنُٰبَرَّاق 

それからイブン・バッラーク

が行って飲み、戻ってきた

が、 

 。彼らは姿を現さなかった  يَتَعَرَّضُواٰلَهُٰ

  إِذَاٰأَنَاٰكَرَعْتُٰفَقَالَٰتَأَبَّطَٰشَرًّاٰلِلشَّنْفَرَىٰ

タアッバタ・シャッランはシ

ャンファラーに言った。私

が 

ٰٱفِىٰ   لْقَوْمَٰسَيَشُدُّونَٰعَلَىَّٰٱلْحَوْضِٰفَإِنَّ

水溜から水をすすったら、

連中は私に襲いかかり、

私を 

  ذْهَبْٰكَأَنَّكَٰتَهْرُبُٰثمَُّٰكُنْٰٱفَيَأْسِرُونَنِىٰفَٰ

捕虜にするだろう、そうした

ら、逃げるかのように去

れ、 

  لْقَرْنِٰٱلِكَٰفِىٰأَصْلِٰذٰ 
そして、あの小山のふもと

にいるのだ。 

  فَتَعَالَٰفَإِذَاٰسَمِعْتَنِىٰأَقُولُٰخُذُواٰخُذُواٰ

私が捕えよ、捕えよ、と言

うのが聞こえたら、来てく

れ、 

 。そして私を解放してくれ  قْنِىفَأَطْلِٰ

  بْنِٰبَرَّاق ٰإِنِّىٰسَآمُرُكَٰأَنْٰتَسْتَأْسِرَٰلِٱ وَقَالَٰ

そしてイブン・バッラークに

言った。連中の捕虜になる

よう申し出よと、 
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  لْقَوْمِٰوَلََٰتَنْأَٰعَنْهُمْٰوَلََٰتُمَكِّنْهُمْٰمِنْٰنَفْسِكَٰلِٰ

私がお前に命じるが、彼ら

から遠ざからず、しかし彼

らに身を任せるな。 

ٰتَأَبَّطَٰشَرًّاٰحَتَّىٰوَرَدَٰ   لْمَاءَٰٱثمَُّٰمَرَّ

それからタアッバタ・シャッ

ランは行って、水のところ

へ下りた。 

  لْحَوْضِٰشَدُّواٰعَلَيْهِٰٱفَحِينَٰكَرَعَٰفِىٰ

彼が水溜から水をすすっ

たとき、彼らは彼に襲いか

かり、 

بِوَتَرٰ  وَكَتَفُوهُٰ   لشَّنْفَرَىٱوَطَارَٰٰفَأَخَذُوهُٰ

彼を捕えて弓の弦で後ろ

手に縛った。シャンファラー

は飛んで逃げ、 

وَٰ   بْنُٰبَرَّاق ٰحَيْثُٰٱنْجَازَٰٱوَأَتَىٰحَيْثُٰأَمَرَهُٰ
彼が命じた場所に来た。イ

ブン・バッラークは彼らに 

 。見えるところまで逃げた  يَرَوْنَهُٰ

  فَقَالَٰتَأَبَّطَٰشَرًّاٰيَاٰمَعْشَرَٰبَجِيلَةَٰهَلْٰلَكُمْٰ

タアッバタ・シャッランは言

った。バジーラの衆よ、

我々の身代金を 

ٰأَنْٰتيَُاسِرُونَاٰفِىٰ   لْفِدَاءِٰٱفِىٰخَيْر 

安くしてくれる代わりに、イ

ブン・バッラークが捕虜に

なると申し出るほうが 

  بْنُٰبَرَّاقٰ ٱوَيَسْتَأْسِرَٰلَكُمْٰ
あなたがたにとって良いの

ではないか。 

 。彼らは言った。そうだな  قَالُواٰنَعَمْٰ

ٰأَمَّاٰٱفَقَالَٰوَيْلَكَٰيَاٰ   لشَّنْفَرَىٱبْنَٰبَرَّاق 

彼は言った。罰当たりめ、

イブン・バッラークよ、シャ

ンファラーは 

  فَقَدْٰطَارَٰوَهُوَٰيَصْطَلِىٰبِنَارِٰبَنِىٰفُلََنٰ 

飛んで逃げて、どこかの部

族の火にぬくぬくとあたっ

ているだろう、 

  بَيْنَٰأَهْلِكَٰوَقَدْٰعَلِمْتَٰمَاٰبَيْنَنَاٰوَٰ

お前は我々とお前の家族

の間柄を知っている。 

お前が 

فِىٰلَكَٰأَنْٰتَسْتَأْسِرَٰوَيُيَاسِٰفَهَلْٰ   لْفِدَاءِٰٱرُونَاٰ

捕虜になると申し出て、彼

らに我々の身代金を安くし

てもらうことをどう思うか。 
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  ٰحَتَّىٰأَرُوزَٰنَفْسِىٰشَوْطًاللِٰٱقَالَٰلََٰوَٰ
彼は言った。神かけて、い

やだ、一走りか二走りして 

 。試してみるまでは  أَوْٰشَوْطَيْنِٰ

ٰنَحْوَٰ   لْجَبَلِٰوَيَرْجِعُٰحَتَّىٱفَجَعَلَٰيَسْتَنُّ
そして山のほうへ走ったり

戻ったりし始め、やがて 

  تَّبَعُوهُٰٱطَمِعُواٰفِيهِٰفَٰاٰأَنَّهُٰأَعْيَاٰإِذَاٰرَأَوْٰ

彼らは彼が疲れたとみる

と、彼を捕えようと欲を出

し、後を追った。 

  وَنَادَىٰتَأَبَّطَٰشَرًّاٰخُذُواٰخُذُوا
タアッバタ・シャッランは叫

んだ。捕えよ、捕えよ。 

  طَٰشَرًّاٰفَقَطَعَٰلشَّنْفَرَىٰإِلَىٰتَأَبَّٰٱفَخَالَفَٰ

すると、入れ違いにシャン

ファラーがタアッバタ・シャ

ッランのところに来て 

 。縄を断ち切った  وَثاَقَهُٰ

ٰوَقَدْٰخَرَجَٰمِنْٰوَثاَقِهِٰٱفَلَمَّاٰرَآهُٰ ٰبْنُٰبَرَّاق   
イブン・バッラークは彼が

縄から脱したのを見ると、 

 。彼と落ち合った  مَالَٰإِلَىٰعِنْدِهِٰ

  فَنَادَاهُمْٰتَأَبَّطَٰشَرًّاٰيَاٰمَعْشَرَٰبَجِيلَةَٰ

タアッバタ・シャッランは彼

らに叫んだ。バジーラの衆

よ、 

ٰأَمَٰٱأَأَعْجَبَكُمْٰعَدْوُٰ   للِٰٱاٰوَٰبْنِٰبَرَّاق 
イブン・バッラークの走りに

感心したか、神かけて 

ٰلَكُمْٰعَدْوًاٰيُنْسِي   كُمْٰعَدْوَهُٰلَََعْدُوَنَّ

私は彼の走りを忘れさせる

ような走り方で走ってやろ

う。 

  ثمَُّٰأَحْضَرُواٰثَلََثتَُهُمْٰفَنَجَوْاٰ
そして彼ら３人は疾走し、

逃れた。 

  لِكَٰيَقُولُٰتَأَبَّطَٰشَرًّاذٰ ٰوَفِى

それについてタアッバタ・シ

ャッランが詩を詠んでい

る。 
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  اٰبِىٰسِرَاعَهُمُٰأَغْرَوْٰلَيَلَةَٰصَاحُواٰوَٰ
その夜彼らは叫び、良く走

る者達を私にけしかけた 

  بْنِٰبَرَّاقِٰٱلْعَيْكَتَيْنِٰلَدَىٰمَعْدَىٰٱبِٰ
イブン・バッラークの走り場

にあるアイカの双子山で 

اٰقَوَادِمُهُٰ   كَأَنَّمَاٰحَثْحَثُواٰحُصًّ

あたかも風切羽の薄いも

の（＝ダチョウ）や、母カモ

シカをけしかけるように 

ٰوَطُبَّاقِٰ ٰبِذِىٰشَثٍّ   أَوْٰأُمَّٰخِشْف 

シャッスとトゥッバーク 

（どちらも植物の名）の茂る

山で 

  رٰ أَسْرَعُٰمِنِّىٰغَيْرَٰذِىٰعُذَٰٰلََٰشَىْءَٰ

私より速やかなるものはな

い、たてがみを持つもの

（＝馬）や 

ٰبِجَنْبِٰذِٰٰأَوْٰ يْدِٰخَفَّاقِٰٱىٰجَنَاح    لرَّ
山ぎわで羽ばたく翼を持つ

もの（＝ワシ）を除いては 

عَدَّائِينَٰوَلَمْٰيَسِرْٰٱؤلََُءِٰفَكُلُّٰهٰ  ٰلثَّلََثَةُٰكَانُواٰ  

この３人は皆、良く走る者

であったが、ことわざとして

は 

ٰبِٰٱ ٰلشَّنْفَرَىٱلْمَثَلُٰإِلََّ  
シャンファラーしか用いら

れなかった。 

ٰ   

ٰ   

2.さまざまなことわざ１ 

  تُعْقِىَ لََ تَكُنْ حُلْوًا فَتُسْتَرَطَ وَلََ مُرًّا فَ 

「甘くなるな、さもないと 

飲み込まれる、苦くなるな 

さもないと吐き出される」 

عْقَاءُٰأَنْٰتَشْتَدَّٰٱبْتِلََعُٰوَٰلِٱ ٱسْتِرَاطُٰلِٱاَٰ ٰلِْْ  
は「飲み込むこと」 استراط

である。إعقاء は「ものの苦 

ٰلشَّىْءِٰحَتَّىٰتُلْفَظَٰلِمَرَارَتِهِٰٱمَرَارَةُٰ  
さが、苦さのため吐き出さ

れるほど強いこと」である。 
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ٰعْضُهُمْٰيَرْوِىٰفَتُعْقَىٰبِوَزْنِٰفَتُسْتَرَطَٰوَبَٰ  
ある人はََفَتُسْتَرَطにならって

（受動態で）فَتُعْقَى と言うが 

ٰلْقَافِٰيُقَالُٰأَعْقَىٰٱكَسْرُٰٰوَابُٰلصَّٰٱوَٰ  
正しくはق をカスラ（i 音）

で読み、 

ٰلشَّىْءُٰٱ ىْءَُأعْقََ  ىَٱلشَّ  と言う１。 

ٰلْمَرَارَةِٰٱلْحَدَّٰفِىٰٱلمَعْنَىٰلََٰتَتَجَاوَزِٰٱوَٰ  
ことわざの意味は、「苦さ

の限界を超えるな、 

ٰتَلَعَٰلْحَلََءِٰفَتبُْٰٱفَتُرْمَىٰوَلََٰفِىٰ  

さもないと捨てられる、甘さ

の限界を超えるな、さもな

いと飲み込まれる 

ٰلْحَالَيْنِٰٱمُتَوَسِّطًاٰفِىٰأَىْٰكُنْٰ  
すなわち、二つの状態の

中間であれ」 

１ Ⅳ形の能動態で「ものが苦すぎる」という意味になる 

ٰ   

  لسَّعْدَانُ مُسْتَلْقِيًاٱلََ آتِيكَ مَا دَامَ 

「サアダーンが横ばいに生

えている限り、私はあなた

のところには来ない」 

ٰكَرِهَٰقِٰ ٰلْبَادِيَةَٰٱيلَٰلََِعْرَبِىٍّ  

沙漠を嫌ったあるベドウィ

ンに誰かが次のように言っ

た。 

ٰلْبَادِيَةِٰٱهَلْٰلَكَٰفَىٰ  
あなたは沙漠をどう思う

か。 

ٰلسَّعْدَانُٰمُسْتَلْقِيًاٰفَلََٰٱاٰمَاٰدَامَٰأَمَّٰقَالَٰ  

彼は言った。サアダーン

(植物の名)が横ばいに生

えている限り、嫌だ。 

ٰدَانُٰلسَّعْٰٱقَالُواٰوَكَذَاٰيَنْبُتُٰ  

人々が言うには、サアダー

ンはこのように生えるもの

である。 

ٰ   



９ 
 

  مِثْلَهُ  2عَنْ خُلُقٍ وَتَأْتِىَ  1تَنْهَ  لََ 
「自分で同じようなことをし

ながら人の癖を禁じるな」 

ٰلْمَعْنَىٱذَاٰيُنْشَدُٰفِىٰهٰ   
この意味で詩が詠まれて

いる。 

ٰإِذَاٰعِبْتَٰأَمْرًاٰفَلََٰتَأْتِهِٰ  
あることを非難するなら同

じことを行うな 

ٰمُجْتَنِبٌٰمَاٰيَعِيبُٰٱفَذُوٰ ٰللُّبِّ  
分別ある者は自分が非難

するものを避ける 

   の２人称男性要求法 نَهَى １

２ 同時性のوと接続法   

ٰ   

  عَلَى جَمْرِكَ مَاءً  1هَرِقْ 
「あなたの炭火に水を注

げ」 

ٰصْبُبْٰمَاءًٰعَلَىٱٰأَىِٰيُضْرَبُٰلِلْغَضْبَانِٰ  
怒っている人に対して用い

られる。すなわち 

ٰنَارِٰغَضَبِكَٰ  
「あなたの怒りの火に水を

注げ」 

１ 完了形 َهَرَاقという形の動詞 （４形の動詞 َأرَاقと同じ意味）未完了形は ُيق  となり命令形がこの形 يُهَرٱ

ٰ   

بْ ٱنْ عَقَنْقَلِ أَطْعِمْ أَخَاكَ مِ    1لضَّ

「あなたの兄弟に トカゲ

の胃袋にあるものを食べさ

せよ 

  يَغْضَبْ إِنَّكَ إِنْ تَمْنَعْ أَخَاكَ 
あなたがそれを拒むなら

彼は怒るだろう」 

ٰكَرِشُهُٰوَهُوَٰمِعًىٰمِٰٱعَقَنْقَلُٰ ٰنْٰلضَّبِّ  

とはトカゲの  عقنقلَالضب

胃のこと、消化器官の一

つ、                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       



１０ 
 

ٰلُهُٰأَمْعَائِهِٰفِيهِٰجَمِيعُٰمَاٰيَأْكُٰ  
その中に食べたものすべ

てがある。 

ٰلْمُوَاسَاةِٰٱيُضْرَبُٰمَثَلًَٰفِىٰ  

慰めに関してことわざとし

て用いられる。(意味がはっき

りしませんが、諸説あるようです） 

１ 本来は  ب  であるが韻を踏ませるため重子音を省略している الضَّ

ٰ   

  لْعَيْرُ إِذَنْ ٱفَلِمَ رَبَضَ 
「それではなぜ、野ロバが

横たわったのか」 

ٰلْقَيْسِٰلَمَّاٰأَلْبَسَهُٰقَيْصَرُٰٱمْرُؤُٰٱقَالَهُٰ  

それを言ったのはイムル

ウ・ル・カイスで、ビザンツ

皇帝が 

ٰلْمَسْمُومَةَٰوَخَرَجَٰمِنْٰعِنْدِهِٰٱلثِّيَابَٰٱ  
彼に毒を塗った服を着せ、

彼が皇帝のもとから出て 

عَيْرٌٰ ٰوَتَلَقَّاهُٰ  
野ロバと会ったときであ

る。 

ٰلْقَيْسِٰٱمْرُؤُٰٱفَرَبَضَٰفَتَفَاءَلَٰ  

そして野ロバが横たわり、

イムルウ・ル・カイスは兆し

を感じた。 

ٰفَقِيلَٰلََٰبَأْسَٰعَلَيْكَٰ  
誰かが彼に言った。心配

なさるな。 

ٰلْعَيرُٰإِذَنْٰأَنَاٰمَيِّتٌٰٱقَالَٰفَلِمَٰرَبَضَٰ  

彼は言った。それではな

ぜ、野ロバが横たわったの

か。私は死ぬのだ。 

ٰعَلَىيُضْرَبُٰلِلشَّىْءِٰفِٰ ٰيهِٰعَلََمَةٌٰتَدُلُّ  
これはあなたに言われたこ

ととは違うものを示す印が 

ٰلَكَٰٰغَيْرِٰمَاٰيُقَالُٰ  
あることについて用いられ

る。 

ٰ   



１１ 
 

ٰلِكُلِّ عُودٍ عُصَارَة    「どの木にも汁がある」 

ٰلشَّىْءِٰإِذَاٰعُصِرَٰٱاَلْعُصَارَةُٰمَاٰيَخْرُجُٰمِنَٰ  
、は絞られたときに عصارة

物から出るものである。 

نْٰمُرًّاٰفَمُرٰ 1ٰإِنْٰحُلْوًاٰفَحُلْوٌٰ ٰوَاِ   

もしその物が甘ければ絞

ったものも甘く、苦ければ

苦い。 

ٰبَاطِنٌٰ ٰظَاهِر  ٰأَىْٰلِكُلِّ  
すなわち、すべての外側に

は内側がある。 

１ ىْءُ حُلْوًا  نْهُ حُلْو  إٱنْ كَانَ ٱلشَّ فَمَا يَخْرُجُ مٱ  と解釈される 

ٰ   

  لْقَمَرُ ٱلنَّاسِ ٱهَلْ يَخْفَى عَلَى 
「月は人に隠されているだ

ろうか」 

ٰلْمَشْهُورِٰٱيُضْرَبُٰلِلَْْمْرِٰ  
これは良く知られているも

のに用いられる。 

ٰلرُّمَّةِٰٱقَالَٰذُوٰ  
ズー・ルンマは次のように

詩を詠んだ。 

ٰوَقَدْٰبَهَرْتَٰفَمَاٰتَخْفَىٰعَلَىٰأَحَدٰ ٰ  
あなたは輝いた 誰にも隠

されていない 

ٰلََٰيَعْرِفُٰ ٰعَلَىٰأَحَد  ٰلْقَمَرَاٱإِلََّ  月を知らない者以外には 

ٰ   

       「聞く人はそう思う」  يَخَلْ  يَسْمَعْ مَنْ 

ٰلََْفْصَحُٰٱلْكَسْرِٰوَهُوَٰٱيُقَالُٰخِلْتُٰإِخَالُٰبِٰ  

（１人称完了形は）َُخِلْت（未

完了形の語頭母音は）カス

ラでَُإخَِال と言われ、それが                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

より純粋（なアラビア語）である 



１２ 
 

ٰيَقُولُونَٰ ٰلْفَتْحِٰٱأَخَالُٰبِٰوَبَنُوٰأَسَد   
バヌー・アサド部族はファタ

ハ（a 音）でَُأخََال と言うが、 

ٰلْقِيَاسُٰٱوَهُوَٰ  
それは(アラビア語文法の）

規則通りである。 

ٰلنَّاسِٰٱاَلْمَعْنَىٰمَنْٰيَسْمَعْٰأَخْبَارَٰ  
ことわざの意味は「人々の

噂や非難を聞く者は 

ٰلْمَكْرُوهُٰٱيَقَعْٰفِىٰنَفْسِهِٰعَلَيْهِمِٰوَمَعَايِبَهُمْٰ  

彼らに対して不愉快な気

持ちが心に生じる」というこ

と。 

ٰ   

ٰ   

3.棒は小さな棒から 

ٰلْعُصَيَّةِ ٱلْعَصَا مِنَ ٱإِنَّ   「棒は小さな棒から」 

لُٰمَنْٰقَالَٰذٰ ٱقَالَٰ لُٰأَوَّ ٰلََْفْعَىٱلِكَٰلْمُفَضَّ  

ムファッダルが言うには、

それを最初に言ったのは

アフアー(マムシの意)・ 

ٰوَذٰ ٱ ٰنِزَارًاٰلَمَّاٰحَضَرَتْهُٰلْجُرْهُمِىُّ ٰلِكَٰأَنَّ  

ジュルフミーであり、それ

はこうである。ニザールが

死に臨んだとき 

جَمَعَٰبَنِيٱ يَادًاٰوَرَبِيعَةَٰٰهِٰلْوَفَاةُٰ ٰمُضَرَٰوَاِ   
息子たちのムダル、イヤー

ド、ラビーア、アンマールを 

ٰوَأَنْمَارًا  集めた。 

ٰهٰ  ٰلْحَمْرَاءُٰوَكَانَتْٰٱلْقُبَّةُٰٱذِهِٰفَقَالَٰيَاٰبَنِىَّ  

そして言った。息子達よ、

この赤い丸いテントは 

―皮でできていた― 

ٰلِمُضَرَٰ ٰمِنْٰأَدَم   ムダルのものである。 



１３ 
 

ٰ لََْسْوَدُٰٱلْخِبَاءُٰٱلَْدْهَمُٰوَٰٱلْفَرَسُٰٱذَاٰوَهٰ   この黒馬と黒いテントは 

ٰلِرَبِيعَةَٰ  ラビーアのものである。 

يَادٰ  لْخَادِمُٰوَكَانَتْٰشَمْطَاءَٰٱذِهِٰوَهٰ  ٰلِِْ  

この下女―白黒まだらの

髪だった―はイヤードのも

のである。 

وَٰٱذِهِٰوَهٰ  ٰيَجْلِسُٰفِيهِٰٱلْبَدْرَةُٰ ٰلْمَجْلِسُٰلََِنْمَار   

この財布と部屋はアンマー

ルのもの―そこに彼はい

つも座っていた―である。 

1ٰفَإِنْٰأَشْكَلَٰعَلَيْكُمْٰكَيْفَٰتَقْتَسِمُونَٰفَأْتُوا  

もし、どのように分配する

かが曖昧ならば、アフア

ー・ジュルフミーの 

ٰوَمَنْزِلُهُٰبِنَجْرَانَٰٱلََْفْعَىٰٱ ٰلْجُرْهُمِىَّ  
ところへ行け。彼の家はナ

ジュラーンにあった。 

إِلَىٰ هُواٰ فِىٰمِيرَاثِهِٰفَتَوَجَّ ٰلََْفْعَىٱفَتَشَاجَرُواٰ  

彼らは遺産について議論

した。そして、アフアー・ジ

ュルフミーの 

ٰلْجُرْهُمِىِّٰٱ  ところへ向かった。 

ٰفَبَيْنَاٰهُمْٰفِىٰمَسِيرِهِمْٰإِلَيْهِٰإِذَاٰرَأَىٰمُضَرُٰ  
彼らが彼のところへ行く途

中で、突然、ムダルは 

ٰأَثَرَٰكَلَْ ٰقَدْٰرُعِىَٰ  
獣に食べられた草の跡を

見て 

ٰ ٰذَاٰلَََعْوَرُٰلَّذِىٰرَعَىٰهٰ ٱلْبَعِيرَٰٱفَقَالَٰإِنَّ  
言った。これを食べたラク

ダは 片目である。 

ٰرَبِيعَةُٰإِنَّهُٰلَََزْوَرُٰقَالَٰ  
ラビーアは言った。それは

体がゆがんでいる。 

ٰقَالَٰإِيَادٌٰإِنَّهُٰلَََبْتَرُٰ  
イヤードは言った。それは

尾がほとんどない。 

ٰقَالَٰأَنْمَارٌٰإِنَّهُٰلَشَرُودٌٰ  
アンマールは言った。それ

はものおじする。 



１４ 
 

ٰيُوضِعُٰجَمَلَهُٰ ٰفَسَارُواٰقَلِيلًَٰفَإِذَاٰهُمْٰبِرَجُل   

彼らが少し進むと、ふいに

ラクダを進ませている男に

出会った。 

ٰلْبَعِيرِٰٱفَسَأَلَهُمْٰعَنِٰ  
彼は彼らにラクダについて

尋ねた。 

ٰفَقَالَٰمُضَرُٰأَهُوَٰأَعْوَرُٰقَالَٰنَعَمْٰ  

ムダルが言った。それは片

目か。彼は言った。そう

だ。 

ٰقَالَٰرَبِيعَةُٰأَهُوَٰأَزْوَرُٰقَالَٰنَعَمْٰ  

ラビーアが言った。体がゆ

がんでいるか。彼は言っ

た。そうだ。 

ٰقَالَٰإِيَادٌٰأَهُوَٰأَبْتَرُٰقَالَٰنَعَمْٰ  

イヤードが言った。尾がほ

とんどないか。彼は言っ

た。そうだ。 

ٰذِهِٰأَهُوَٰشَرُودٌٰقَالَٰنَعَمْٰوَهٰ ٰقَالَٰأَنْمَارٌٰ  

アンマールが言った。もの

おじするか。彼は言った。

そうだ、これらは 

ٰٰصِفَةُٰبَعِيرِىٰفَدُلُّونِىٰعَلَيْهِٰللِٰٱوَٰ  

神かけて、私のラクダの特

徴だ、その居場所を教えて

くれ。 

ٰٰمَاٰرَأَيْنَاهُٰللِٰٱقَالُواٰوَٰ  
彼らは言った。神かけて、

私達はそれを見なかった。 

ٰلْكَذِبُٰوَتَعَلَّقَٰبِهِمْٰٱٰللِٰٱذَاٰوَٰقَالَٰهٰ   

彼は言った。これは神かけ

て嘘だ。そして彼らにすが

りつき 

ٰوَقَالَٰكَيْفَٰأُصَدِّقُكُمْٰوَأَنْتُمْٰتَصِفُونَٰ  
言った。どうしてあなたが

たの言うことを信じようか、 

ٰبَعِيرِىٰبِصِفَتِهِٰ  
あなたがたは私のラクダの

特徴を述べているのに。 

ٰفَسَارُواٰحَتَّىٰقَدِمُواٰنَجْرَانَٰ  
彼らは進み、やがてナジュ

ラーンに着いた。 

ٰؤلََُءِٰلْبَعِيرِٰهٰ ٱفَلَمَّاٰنَزَلُواٰنَادَىٰصَاحِبُٰ  

彼らが落ち着くと、ラクダの

持ち主は叫んだ。この人達

は 

ٰأَصْحَابُٰجَمَلِىٰوَصَفُواٰلِىٰصِفَتَهُٰثمَُّٰ  

私のラクダを取って持って

いる。私のラクダの特徴を

述べたのに、 



１５ 
 

ٰقَالُواٰلَمْٰنَرَهُٰ  
それを見なかったと言っ

た。 

ٰلْعَرَبِٰٱلََْفْعَىٰوَهُوَٰحَكَمُٰٱخْتَصَمُواٰإِلَىٰٱفَٰ  

彼らは言い争ってアフアー

のところへ来た。彼はアラ

ブの審判者だった。彼は 

وَلَمْٰتَٰلََْفْعَٰٱفَقَالَٰ ٰرَوْهُٰىٰكَيْفَٰوَصَفْتُمُوهُٰ  

言った。あなたがたはラク

ダを見もしないのに、どう

やって特徴を述べたのか 

رَعَىٰجَانِبًاٰوَتَرَكَٰجَانِبًا ٰفَقَالَٰمُضَرُٰرَأَيْتُهُٰ  

ムダルは言った。私はそれ

が片側の草を食べ片側は

残しているのを見て 

ٰفَعَلِمْتُٰأَنَّهُٰأَعْوَرُٰ  それが片目だと知った。 

ٰلََْثَرِٰٱقَالَٰرَبِيعَةُٰرَأَيْتُٰإِحْدَىٰيَدَيْهِٰثاَبِتَةَٰ  

ラビーアは言った。私はそ

の一方の前足は足跡がは

っきりしているのに 

ٰفَاسِدَةًٰفَعَلِمْتُٰأَنَّهُٰأَزْوَرُٰلََِنَّهُٰ لَُْخْرَىٱوَٰ  

もう一方は(足跡が)崩れて

いるのを見て、体がゆがん

でいると知った。 

بِشِدَّةِٰوَطْئِهِٰ ٰأَفْسَدَهُٰ  
一方の足で強く踏むため

に足跡を崩したのだ。 

ٰجْتِمَاعِٰبَعْرِهِٰٱقَالَٰإِيَادٌٰعَرَفْتُٰأَنَّهُٰأَبْتَرُٰبِٰ  

イヤードは言った。私はそ

の糞が集まっているので、

尾がほとんどないと知った 

ٰٰوَلَوْٰكَانَٰذَيَّالًَٰلَمَصَعَٰبِهِٰ  
もし尾が大きければ、尾で

打ち払っただろうから。 

ٰوَقَالَٰأَنْمَارٌٰعَرَفْتُٰأَنَّهُٰشَرُودٌٰلََِنَّهُٰكَانَٰ  

アンマールは言った。私は

それがものおじすると知っ

た。なぜなら 

ٰنَبْتُهُٰثمَُّٰيَجُوزُهُٰٱلْمَكَانِٰٱيَرْعَىٰفِىٰ ٰلْمُلْتَفِّ  

草の繁茂したところで食

べ、それからもっと草が少

なくて 

ٰأَرَقَّٰمِنْهُٰوَأَخْبَثَٰنَبْتًاٰفَعَلِمْتُٰ ٰإِلَىٰمَكَان   
悪いところへ移って行った

からだ、それでそれが 

ٰأَنَّهُٰشَرُودٌٰ  ものおじすると知った。 
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ٰفَقَالَٰلِلرَّجُلِٰلَيْسُواٰبِأَصْحَابِٰبَعِيرِكَٰ  
アフアーは男に言った。彼

らはあなたのラクダを取っ 

ٰهُٰطْلُبْٰٱفَٰ  ていない、(他を)探せ。 

بَٰبِهِمْٰ فَرَحَّ ٰثمَُّٰسَأَلَهُمْٰمَنْٰأَنْتُمْٰفَأَخْبَرُوهُٰ  

彼は彼らに、あなたがたは

誰かと尋ねた。彼らが告げ

ると彼は彼らを歓迎した。 

بِمَاٰجَاءَٰبِهِمْٰ ٰثمَُّٰأَخْبَرُوهُٰ  
そして彼らは彼になぜ来た

かを告げた。 

ٰوَٰ ٰأَنْتُمْٰكَمَاٰأَرَىفَقَالَٰتَحْتَاجُونَٰإِلَىَّ  

彼は言った。あなたがたは

私が見た通り(賢い)なの

に、私を必要とするのか。 

ٰأَتَاهُمْٰبِخَمْرٰ لَهُمْٰفَذَبَحَٰلَهُمْٰشَاةًٰوَٰثمَُّٰأَنْزَٰ  

そして彼らを泊め、彼らの

ために雌羊を殺し、ブドウ

酒を持って来た。 

ٰلََْفْعَىٰحَيْثُٰلََٰيُرَىٰوَهُوَٰٱوَجَلَسَٰلَهُمْٰ  

アフアーは、彼らからは見

えないが、彼らの話が聞こ

えるところで 

ٰيَسْمَعُٰكَلََمَهُمْٰ  
彼らの様子をうかがって座

った。 

أَطْيَبَٰمِنْهُٰٱفَقَالَٰرَبِيعَةُٰلَمْٰأَرَٰكَٰ ٰلْيَوْمِٰلَحْمًاٰ  

ラビーアが言った。私は今

日までにこれよりおいしい

肉を見たことがない 

ٰشَاتَهُٰغُٰ ٰبَةٰ ذِيَتْٰبِلَبَنِٰكَلْٰلَوْلََٰأَنَّ  

ただ、この雌羊が雌犬の

乳で養われたのでなけれ

ば。 

ٰلْيَوْمِٰخَمْرًاٰأَطْيَبَٰٱفَقَالَٰمُضَرُٰلَمْٰأَرَٰكَٰ  

ムダルが言った。私は今

日までにこれよりおいしい

ブドウ酒を見たことがない 

ٰحَبْلَتَهَاٰنَبَتَتْٰعَلَىٰقَبْرٰ  ٰمِنْهُٰلَوْلََٰأَنَّ  

ただそのブドウの木が墓

のそばに生えたのでなけ

れば。 

ٰلْيَوْمِٰرَجُلًَٰأَسْرَىٰمِنْهُٰٱفَقَالَٰإِيَادٌٰلَمْٰأَرَٰكَٰ  

イヤードが言った。私は今

日までに彼より高貴な人を

見たことがない 

ٰلَّذِىٰيُدَّعَىٰلَهُٰٱلَوْلََٰأَنَّهُٰلَيْسَٰلََِبِيهِٰ  

ただ彼が、彼の父だと言わ

れている人の子ではない

のでなければ。 
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ٰلْيَوْمِٰكَلََمًاٰأَنْفَعَٰفِىٱفَقَالَٰأَنْمَارٌٰلَمْٰأَرَٰكَٰ  

アンマールは言った。私は

今日までに今の私達の言

葉以上に 

ٰحَاجَتِنَاٰمِنْٰكَلََمِنَاٰ  
私達に役立つ言葉を見た

ことがない。 

ٰؤلََُءِٰإِلََّٰوَكَانَٰكَلََمُهُمْٰبِأُذْنِهِٰفَقَالَٰمَاٰهٰ   
彼らの言葉はアフアーの

耳に入った。彼は言った。 

ٰشَيَاطِينَٰ  
この人達は悪魔以外の何

者でもない。 

ٰلْخَمْرُٰٱذِهِٰلْقَهْرَمَانَٰفَقَالَٰمَاٰهٰ ٱثمَُّٰدَعَاٰ  
そして執事を呼んで言っ

た。このブドウ酒は何か、 

ٰوَمَاٰأَمْرُهَاٰ  
その事情はどういうこと

か。 

ٰغَرَسْتُهَاٰعَلَىٰقَبْرِٰ ٰقَالَٰهِىَٰمِنْٰحَبْلَة   
執事は言った。それは私

があなたの父上の墓の 

ٰأَبِيكَٰ  
そばに植えたブドウの木か

らとりました。 

ٰلشَّاةِٰٱذِهِٰوَقَالَٰلِلرَّاعِىٰمَاٰأَمْرُٰهٰ   

アフアーは羊飼いに言っ

た。この雌羊の事情はどう

いうことか。 

ٰعَنَاقٌٰأَرْضَعْتُهَاٰبِلَبَنِٰكَلْبَةٰ قَالَٰهِىَٰ  

羊飼いは言った。それは

私が雌犬の乳を飲ませた

雌小羊です。 

هَاٰكَانَتْٰوَذٰ  ٰأُمَّ ٰقَدْٰمَاتَتْٰوَلَمْٰتَكُنْٰٰلِكَٰأَنَّ  
それは、その母親が死ん

でしまって、羊の群れには 

ٰلْغَنَمِٰشَاةٌٰوَلَدَتْٰغَيْرَهَاٱٰفِى  
それ以外に子を産んだ雌

羊がいなかったからです。 

ٰأَنَّهَاٰكَانَتْٰتَحْتَٰٰثمَُّٰأَتَىٰأُمَّهُٰفَأَخْبَرَتْهُٰ  
それからアフアーは自分

の母親のところに来た。 

ٰكَثِيرِٰ ٰلْمَالِٰوَكَانَٰلََٰيُولَدُٰلَهُٰٱمَلِك   

彼女は自分が金持ちの王

のもとにいたが彼に子がな

かったことを告げた。 
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فَيَذْهَبَٰ ٰقَالَتْٰفَخِفْتُٰأَنْٰيَمُوتَٰوَلََٰوَلَدَٰلَهُٰ  

彼女は言った。子がないま

ま彼が死んで財産がなくな

ってしまうことを 

ٰلَهُٰٱلْمُلْكُٰفَأَمْكَنْتُٰمِنْٰنَفْسِىٰٱ ٰبْنَٰعَمٍّ  
私は怖れたので、彼のもと

に泊まっていた 

ٰكَانَٰنَازِلًَٰعَلَيْهِٰ  
彼の従兄弟に身をまかせ

たのです。 

ٰٱفَرَجَعَٰ ٰلْقَوْمُٰعَلَيْهِٰٱلََْفْعَىٰإِلَيْهِمْٰفَقَصَّ  
アフアーは彼らのもとに戻

った。彼らは彼に自分達の 

بِمَاٰأَوْصَىٰبِهِٰ تَهُمْٰوَأَخْبَرُوهُٰ ٰأَبُوهُمْٰقِصَّ  
話をし、父親が遺言したこ

とを彼に告げた。 

أَشْبَهَٰ ٰفَهُوَٰٱلْقُبَّةَٰٱفَقَالَٰمَاٰ ٰلْحَمْرَاءَٰمِنْٰمَال   
彼は言った。財産のうち、

赤い丸テントに似たものは 

بِلِٰٱلدَّنَانِيرِٰوَٰٱلِمُضَرَٰفَذَهَبَٰبِٰ ٰلْحُمْرِٰٱلِْْ  

ムダルのものである。それ

で彼は金貨と赤いラクダを

持って行った。 

ٰلِكَٰلِذٰ ٰلْحَمْرَاءِٰٱفَسُمِّىَٰمُضَرَٰ  
そのため彼は赤のムダル

と呼ばれた。 

ٰلْخِبَاءِٰٱلََْدْهَمِٰوَٰٱلْفَرَسِٰٱوَأَمَّاٰصَاحِبُٰ  
黒馬と黒いテントの持ち主

は、すべての黒いものが 

ٰأَسْوَدَٰفَصَارَتْٰٱ ٰشَىْء  ٰلََْسْوَدِٰفَلَهُٰكُلُّ  

彼のものである。それで黒

馬の群れはラビーアのも

のとなり、 

ٰلْفَرَسِٰٱرَبِيعَةُٰلدُّهْمُٰفَقِيلَٰٱلْخَيْلُٰٱلِرَبِيعَةَٰ  
彼は馬のラビーアと言わ

れた。 

يَادٰ ٱلْخَادِمَٰٱوَمَاٰأَشْبَهَٰ ٰلشَّمْطَاءَٰفَهُوَٰلِِْ  

白黒まだらの髪の下女に

似たものはイヤードのもの

である。 

ٰلْحَبَلَّقِٰٱلْبُلْقُٰمِنَٰٱلْمَاشِيَةُٰٱلَهُٰٰفَصَارَتْٰ  
それで小さい、貧弱な、ま

だら色の家畜が彼のもの 

ٰلشَّمْطَاءِٰٱدِٰفَسُمِّىَٰإِيَادَٰلنَقَٰٱوَٰ  
になり、彼は白黒まだらの

イヤードと呼ばれた。 
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ٰفَقَضَىٰلََِنْمَا ٰرَاهِمِٰوَبِمَاٰفَضَلَٰلدَّٰٱبِٰر   

アンマールには銀貨と残り

のものを裁定で割り当て

た。 

ٰلْفَضْلِٰٱفَسُمِّىَٰأَنْمَارَٰ  
それで彼は残りもののアン

マールと呼ばれた。 

ٰلِكَٰعَلَىٰذٰ فَصَدَرُواٰمِنْٰعِنْدِهِٰ  
それを聞いて彼らは彼の

もとから出て行った。 

ٰٱٰفَقَالَٰ ٰلْعُصَيَّةِٰٱٰلْعَصَاٰمِنَٰٱلََْفْعَىٰإِنَّ  
アフアーは言った。(大き

な)棒は小さな棒から。 

 が先行するとこの形になる ف、だが اٱيتُوا の命令形(複数)は أتى １

 

4.さまざまなことわざ２ 

  أَتَى عَلَيْهِمْ ذُو أَتَى
「彼らの上に来るべきもの

が来た」 

ٰوَذُوٰفِٰهٰ  ٰىٰلُغَتِهِمْٰذَاٰمَثَلٌٰمِنْٰكَلََمِٰطَيْئ   

これはタイイ部族の言葉か

ら出たことわざで、彼らの

言語で 

ٰلَّذِىٰٱتَكُونُٰبِمَعْنَىٰ  
 الذىは(関係代名詞の) ذو

の意味であろう。 

أَىْٰنَحْنُٰ كَذَاٰ ٰلَّذِينَٰٱيَقُولُونَٰنَحْنُٰذُوٰفَعَلْنَاٰ  
彼らはنحنَذوَفعلناَكذاすなわ

ち「我々がこれこれをした 

ٰوَهُوَٰذُوٰفَعَلَٰكَذَاٰوَهِىَٰذُوفَعَلْنَاٰكَذَاٰ  
者だ」、 هوَذوَفعلَكذا (彼が

これこれをした者だ) 

ٰفَعَلَتْٰكَذَا  
اهىَذوَفعلتَكذ （彼女がこれこ

れをした者だ)のように言う 

ٰقَالَٰشَاعِرُهُمْٰ  
彼らの詩人が（ذو の語を

用いて）こう詠んでいる。 

ٰ   
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ٰ ٰلْمَاءَٰمَاءُٰأَبِىٰوَجَدِّىٱفَإِنَّ  
水は私の父と私の祖父の

水 

ٰرِىٰذُوٰحَفَرْتُٰوَذُوٰطَوَيْتُٰئْٰوَبِٰ  
私の井戸は私が掘ったも

の、私が石で築いたもの 

ٰلَّذِىٰأَتَىٰعَلَىٱٰلْمَثَلِٰأَتَىٰعَلَيْهِمِٰٱوَمَعْنَىٰ  

ことわざの意味は「人間に

対して来るべきもの、すな

わち 

ٰلدَّهْرِٰٱلْخَلْقِٰيَعْنِىٰحَوَادِثَٰٱ  
運命のいろいろな事件が

彼らにも来た」 

ٰ   

سْكَافُ ٱلُله وَ ٱلْخُفِّ إِلََّ ٱلََ يَعْلَمُ مَا فِى    لِْْ

「神様と靴屋以外には靴

の中に何があるか知らな

い」 

ٰفِيهِٰ ٰإِسْكَافًاٰرَمَىٰكَلْبًاٰبِخُفٍّ ٰأَصْلُهُٰأَنَّ  
その元は次の通りである。

ある靴屋が、中に靴型の 

ٰلْكَلْبُٰيَصِيحُٰٱقَالِبٌٰفَأَوْجَعَهُٰجِدًّاٰفَجَعَلَٰ  
入った靴を犬に投げた。犬

は大変痛い思いをし、 

ٰوَيَجْزَعُٰ  叫び、悲しみ始めた。 

ٰهٰ ٱفَقَالَٰلَهُٰأَصْحَابُهُٰمِنَٰ ٰذَالْكِلََبِٰأَكُلُّ  
犬の仲間達がその犬に言

った。これはすべて 

ٰمِنْٰخُفٍّٰ  靴なのか。 

ٰٱفَقَالَٰلََٰيَعْلَمُٰمَاٰفِىٰ ٰإِلََّ ٰلُلٰٱلْخُفِّ  
その犬は言った。靴の中

に何があるかは神様と 

سْكَٰٱوَٰ ٰافُٰلِْْ  靴屋しか知らない。 

ٰلنَّاظِرِٰٱلََْمْرِٰيَخْفَىٰعَلَىٰٱيُضْرَبُٰفِىٰ  
これは、見る人に知識や

真相が隠されているものに 
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ٰفِيهِٰعِلْمُهُٰوَحَقِيقَتُهُٰ  ついて用いられる。 

ٰ   

  اَلْبَطْنُ شَرُّ وِعَاءٍ صِفْرًا وَشَرُّ وِعَاءٍ مَلْْنَ 

「腹は空でも最も悪い器で

あり、一杯のときも最も悪

い器である」 

نْٰمَلَْْتَهُٰآذَاكَٰ ٰيَعْنِىٰإِنْٰأَخْلَيْتَهُٰجُعْتَٰوَاِ   

つまり、空にするならば飢

え、一杯にすると害にな

る。 

ٰ   

  ذَكَّرَنِى فُوكِ حِمَارَىْ أَهْلِى
「あなたの口が私の家の２

頭のロバを思い出させた」 

ٰرَجُلًَٰخَرَجَٰيَطْلُبُٰحِمَارَيْنِٰ ٰأَصْلُهُٰأَنَّ  
その元は次の通りである。

ある男が迷子になった 

ٰلَهُٰفَرَأَىٰ ٰفَأَعْجَبَتْهُٰحَتَّىٰمْرَأَةًٰمُنْتَقِبَةًٰٱضَلََّ  

２頭のロバを探しに出かけ

た。そこでベールをつけた

女を見て 

ٰلْحِمَارَيْنِٰٱنَسِىَٰ  
彼女が気に入り、ロバのこ

とを忘れてしまった。 

ٰلُبُٰإِلَيْهَاٰحَتَّىٰسَفَرَتْٰلَهُٰفَلَمْٰيَزَلْٰيَطْٰ  

彼は彼女に言い寄り続

け、ついに彼女は彼のた

めにベールを取った。 

ٰفَإِذَاٰهِىَٰفَوْهَاءُٰ  
ところが、なんと彼女は大

口であった。 

ٰلْحِمَارَيْنِٰفَقَالَٰٱفَحِينَٰرَأَىٰأَسْنَانَهَاٰذَكَرَٰ  

彼は彼女の歯を見たとき、

２頭のロバを思い出し、言

った。 

ٰذَكَّرَنِىٰفُوكِٰحِمَارَىْٰأَهْلِىٰوَأَنْشَأَٰيَقُولُٰ  

あなたの口が私の家の２

頭のロバを思い出させた。 

そして詩を詠んだ。 

ٰ   
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مٌٰٱلنِّقَابَٰعَلَىٰٱلَيْتَٰٰ ٰلنِّسَاءِٰمُحَرَّ  
ベールが女に禁じられれ

ばよいのに 

ٰقَبِيحَةٌٰكَيْلََٰتَغُٰ ٰنْسَانَاٱرَّ  
 醜いものが人をあざむか

ないように 

ٰ   

  لْعُنْقُودِ ٱ لثَّعْلَبِ عَنِ ٱلشَّىْءِ مِنَ ٱأَعْجَزُ عَنِ 

「キツネがブドウの房に対

して無力である以上に、そ

のものに対して無力だ」 

ٰأَصْلَٰذٰ  ٰفَإِنَّ ٰلْعَرَبَٰتَزْعُمُٰأَنَّٰٱلِكَٰأَنَّ  

その元については、アラブ

人は以下のように主張して

いる。キツネがブドウの 

ٰفَلَمْٰيَنَلْهُٰٰلْعُنْقُودِٰفَرَامَهُٰٱنَظَرَٰإِلَىٰلثَّعْلَبَٰٱ  
房を見てそれを欲しがった

が、手に入らず、言った。 

ٰذَاٰحَامِضٌٰهٰ فَقَالَٰ  これは酸っぱい。 

ٰلِكَٰفَقَالَٰلشَّاعِرُٰذٰ ٱوَحَكَىٰ  
詩人がこのことを詠んでい

る。 

ٰعَالَهْٰسَلْمَىٰٰٰٰأَنْتَٰعِنْدِىٰكَثُٰٰلْعَائِبُٰٱأَيُّهَاٰ  

サルマー(女性の名)を非

難する人よ/あなたは私が

思うにキツネさんのようだ 

ٰلْعُنْقُودَٰطَالَهْٰٱعُنْقُودًاٰفَلَمَّاٰٰٰٰٰأَبْصَرَٰٰرَامَٰ  
ブドウの房を欲しがった/

房を見たとき、高すぎた 

ــــــــــــــاٰرَأَىٰأَنْٰلََٰيَنَالَهْٰقَالَٰهٰ  ٰذَاٰحَامِضٌٰلَمَّ  

そして言った、これは酸っ

ぱいと/手に入らないと見

たときに 

ٰ   

 「トカゲよりも長寿だ」  أَعْمَرُ مِنْ ضَب  

ٰعَنِٰٱحَكَىٰ يَادِىُّ ٰأَنَّهُٰقَالَٰٱلزِّ ٰلََْصْمَعِىِّ  
ズィヤーディーがアスマイ

ーの語ったことを伝えた。 
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ٰلْحِٰٱيَبْلُغُٰ ٰسِنُّهُٰٰطُٰثمَُّٰتَسْقُٰسْلُٰمِائَةَٰسَنَة   
トカゲの子は１００才に達

し、それから歯が落ちる。 

ٰيُسَمَّىٰضَبًّافَحِٰ ٰأَنْشَدَٰلِرُؤْبَةَٰوَٰٰينَئْذ   

そのときになって一人前の

トカゲと呼ばれる。そして

ルウバの詩を引用した。 

ٰٰفَقُلْتُٰلَوْٰعُمِّرْتَٰٰ ٰلْحِسْلِٰٱسِنَّ  

私は言った たとえあなた

がトカゲの年齢まで長寿を

与えられたとしても 

ٰزَمَنَٰعُٰٰأَوْٰ ٰلْفِطَحْلِٰٱمْرَٰنُوح   
あるいは混沌の時代のノ

アの寿命まででも 

ٰكَطِينِٰلٱوَٰٰ خْرُٰمُبْتَل  ٰلْوَحْلِٰٱصَّ  

―その時代にはまだ 

岩が泥土のように濡れて

いた― 

ٰأَوْٰقَتْلِٰٰصِرْتَٰ ٰرَهِينَٰهَرَم   
あなたは老齢と死の抵当

になっているだろう 

ٰ   

  ذَهَبَ أَمْسِ بِمَا فِيهِ 

「昨日は昨日あったものと

共に去った」(昨日のことは

済んだことだ) 

لُٰمَنْٰقَالَٰذٰ  ٰولِكَٰضَمْضَمُٰبْنُٰعَمْرٰ أَوَّ  
それを最初に言った人は

ダムダム・ブン・アムル・ 

ٰمْرَأةًَ فطَلَبَهَاَ ٱلْيرَْبوُعِىُّ وَكَانَ هوَِىَ ٱ  
ヤルブーイーで、彼はある

女性を愛しており、あらゆ 

ٰفَأَبَتْٰعَلَيْهِٰٰبكُِل   ٰحِيلَة   
る手段で彼女を求めたが、

彼女は彼を拒んだ。 

ٰيَخْتَلِفُٰ ٰبْنُٰثَعْلَبَةَٰبْنِٰيَرْبُوع  ٰوَقَدْٰكَانَٰغُرُّ  
グッル・ブン・サアラバ・ブ

ン・ヤルブーウが彼女の 

ٰجْتَمَعَاٱتَّبَعَٰضَمْضَمٌٰأَثَرَهُمَاٰوَقَدِٰٱإِلَيْهَاٰفَٰ  
もとにひんぱんに出入りし

ていた。ダムダムが２人の 

ٰ ٰوَاحِد  ٰفِىٰمَكَان   
後をつけると、２人はある

場所で一緒になっていた。 
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ٰإِلَىٰ ٰجَانِبِهِمَاٰيَرَاهُمَاٰوَلََٰفَصَارَٰفِىٰخَمَر   

彼は、自分からは２人が見

えるが、２人からは自分が

見えないところに、 

ٰيَرَيَانِهِٰفَقَالَٰغُرٰ   
こっそりと行った。グッルが

(詩を詠んで)言った。 

ٰبَىٰبِنَفْسِهَامًاٰتُؤَاتِينِىٰوَتَأْٰيقَدِٰٰ  
以前から彼女は私に同意

してくれ、 

ٰلتَّنُوفَةِٰضَمْضَمِٰٱلْمَرْءِٰجَوَّابِٰٱعَلَىٰ  
あの男、沙漠の放浪者ダ

ムダムを拒否した 

ٰفَشَدَّٰعَلَيْهِٰضَمْضَمٌٰفَقَتَلَهُٰوَقَالَٰ  

するとダムダムは彼に襲

いかかり、殺した。そして

(詩を詠んで)言った。 

ٰسَتَعْلَمُٰأَنِّىٰلَسْتُٰآمَنَٰمُبْغَضًاٰ  

思い知らせてやろう 私が

嫌われ者になったら決して

安全でないことを 

ٰوَأَنَّكَٰعَنْهَاٰإِنْٰنَأَيْتُٰبِمَعْزِلِٰ  

もし私が遠ざかるなら、お

前も彼女から隔てられるこ

とを 

ٰبْنَٰعَمِّكَٰٱيلَٰلَهُٰلِمَٰقَتَلْتَٰفَقِٰ  

誰かが彼に言った。あなた

はなぜ従兄弟を殺したの

か。 

ٰقَالَٰذَهَبَٰأَمْسِٰبِمَاٰفِيهِٰ  
彼は言った。昨日のことは

済んだことだ。 

ٰفَذَهَبَٰقَوْلُهُٰمَثَلًَٰ  
そして彼の言葉がことわざ

になった。 

ٰ   

5.アシュアブより欲ばりだ 

 「アシュアブより欲ばりだ」  أَطْمَعُ مِنْ أَشْعَبَ 

ٰلْمَدِينَةِٰيُقَالُٰلَهُٰٱهُوَٰرَجُلٌٰمِنْٰأَهْلِٰ  
彼はメディナの人であり、

欲ばりのアシュアブと 
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ٰلطَّمَّاعُٰوَهُوَٰأَشْعَبُٰبْنُٰجُبَيْرٰ ٱأَشْعَبُٰ  

言われている。本名はアシ

ュアブ・ブン・ジュバイルで

あり、アブドゥッラー・ブン・ 

ٰبَيْرِٰوَكُنْيَتُهُٰأَبُوٰلْزُّٰٱٰبْنِٰللِٰٱمَوْلَىٰعَبْدِٰ  
ズバイルの解放奴隷で、 

クンヤ（「～の父」という 

ٰلْعَلََءِٰٱ  
呼び名）はアブ・ル・アラー

である。 

ٰلسَّمْرَاءِٰأَبَاٰعُبَيْدَةَٰعَنْٰطَمَعِهِٰٱسَأَلَٰأَبُوٰ  

彼の貪欲さについてアブ・

ッ・サムラーがアブー・ウバ

イダに尋ねた。 

ٰمِن1ْٰٰجْتَمَعَٰعَلَيْهِٰيَوْمًاٰغِلْمَانٌٰٱفَقَالَٰ  
彼は言った。ある日彼のと

ころにメディナの若者たち 

ٰلْمَدِينَةِٰيُعَابِثُونَهُٰٱٰغِلْمَانِٰ  
の何人かが集まって、彼を

からかった。 

1ٰلْغِلْمَةُٰٱآذَاهُٰيًاٰفَٰوَكَانَٰمَزَّاحًاٰظَرِيفًاٰمُغَنِّٰ  

彼は冗談を言う人であり、

とんちがあり、歌い手でも

あった。数人の若者が 

ٰعُرْسًا ٰفِىٰدَارِٰبَنِىٰفُلََن  ٰفَقَالَٰلَهُمْٰإِنَّ  

彼を痛めつけた。彼は彼ら

に言った。誰それの家で婚

礼がある、 

ٰنْطَلِقُواٰإِلَىٰثَمَّٰفَهُوَٰأَنْفَعُٰلَكُمْٰٱفَٰ  
そこへ行け、そのほうがお

前たちに有益だ。 

فَلَمَّاٰمَضَوْٰنْطَلَٰٱفَٰ ٰاٰقَالَٰلَعَلَّٰقُواٰوَتَرَكُوهُٰ  

彼らは立ち去って彼を放っ

ていった。彼らが行ってし

まうと、彼は言った。 

ٰلِكَٰحَق ٰلَّذِىٰقُلْتُٰمِنْٰذٰ ٱ  
ことによると、私が言ったこ

とは本当かもしれない。 

ٰلْمَوْضِعِٰفَلَمْٰيَجِدْٰٱفَمَضَىٰفِىٰأَثَرِهِمْٰنَحْوَٰ  
彼はその場所のほうへ彼

らの後を追って行ったが、 

ٰ....ٰهُوْٰٰلْغِلْمَانُٰهُنَاكَٰفَآذَٰٱشَيْئًاٰوَظَفِرَٰبِهِٰ  

何もなかった。若者たちは

そこで彼を捕まえ、痛めつ

けた。・・・・・・・ 

ٰئْتُٰإِلَىأَشْعَبُٰوُهِبَٰلِىٰغُلََمٌٰفَجِٰوَقَالَٰ  

またアシュアブは次のよう

に言った。私は召使の少

年をもらった。 



２６ 
 

ٰمَوْقُورٰ أُمِّىٰ ٰشَىْءٰ 2ٰبِحِمَار  ٰمِنْٰكُلِّ  
私はあらゆるものを積んだ

ロバとその少年を連れて 

ٰلْغُلََمِٰٱوَٰ  母のところに来た。 

ٰعَلَيْهَاقْتُٰلْغُلََمُٰفَأَشْفَٰٱذَاٰفَقَالَتْٰأُمِّىٰمَاٰهٰ   

母は言った。この少年は

何？ 私は少年をもらった

と言って 

ٰوُهِبَٰلِىٰفَتَمُوتَٰفَرَحًامِنْٰأَنْٰأَقُولَٰ  

彼女が喜びのあまり死ん

ではいけないと気を使っ

た。 

ٰمَاٰغَيْنٌٰوُهِبَٰلِىٰغَيْنٌٰفَقَالَتْٰوَٰفَقُلْتُٰ  

私は言った。もらったん

だ、غ G。彼女は言った。で

G غ とは何？ 

ٰقُلْتُٰلََمٌٰقَالَتْٰوَمَاٰلََمٌٰ  
私は言った。ل L。彼女は

言った。でل L とは何？ 

ٰقُلْتٰأَلِفٌٰقَالَتْٰوَمَاٰأَلِفٌٰ  
私は言った。ا A。彼女は

言った。でا A とは何？ 

ٰمَاٰمِيمٌٰوَٰقُلْتُٰمِيمٌٰقَالَتْٰ  
私は言った。م M 彼女は言

った。でم M とは何？ 

ٰفَرَحًاٰقُلْتُٰوُهِبَٰلِىٰغُلََمٌٰفَغُشِيَٰعَلَيْهَا  

私は言った。غلام GLĀM 

(少年)をもらった。すると彼

女は喜びのあまり気絶した  

ٰلْحُرُوفَٰلَمَاتَتْٰٱٰوَلَوْٰلَمْٰأَقْطَعِٰ  

もし私が文字を切らずに言

ったら、彼女は死んでいた

だろう。 

ٰٰمَاٰبَلَغَٰمِنْٰللِٰٱوَقَالَٰلَهُٰسَالِمُٰبْنُٰعَبْدِٰ  
サーリム・ブン・アブドゥッラ

ーが彼に言った。あなたの 

ٰثْنَيْنِٰٱطَمَعِكَٰقَالَٰمَاٰنَظَرْتُٰقَطُّٰإِلَىٰ  
欲ばりの極致は何です

か。彼は言った。私は葬列 

ٰ ٰقَدَّرْتُٰأَنَّ ٰلْمَيِّتَٰٱفِىٰجِنَازَة ٰيَتَسَارَّانِٰإِلََّ  

で２人の人がささやき合っ

ているのを見ると、必ず、

死んだ人が 

ٰ ٰقَدْٰأَوْصَىٰلِىٰمِنْٰمَالِهِٰبِشَىْء   
私に財産のいくらかを遺言

してくれたのだと想像し、 
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ٰأَظُنُّهُٰٰأَحَدٌٰٰوَمَاٰأَدْخَلَٰ هِٰإِلََّ إِلَىٰكُمِّ ٰيَدَهُٰ  

誰かが袖に手を入れると、

必ず、私に何かをくれるの

だと 

ٰيُعْطِينِىٰشَيْئًا  思ってしまうのです。 

１共にغلامの複数形だが、غلمانは大複数(10 以上)、غلمةは小複数(3～10)に用いられるとされる。 

２「荷を積む」の意味で使うのはふつう４形の َأوَْقَرであるが、ここでは１形(受動分詞)でその意味に使

われている。 

 

☆アシュアブの他の話 (ابن عبد ربهイブン・アブドラッビヒのالعقد الفريد『無比の首飾り』から) 

ٰ ٰسَاوَمَٰأَشْعَبُٰرَجُلًَٰبِقَوْس   
アシュアブがある男と弓の

値段をかけあった。 

ٰثَمَنِهَاٰدِينَارٌٰ ٰفَقَالَٰلَهُٰأَقَلُّ  

男は彼に言った。ぎりぎり

の値段は１ディーナール

だ。 

ٰٰلَوْٰأَنَّكَٰإِذَاٰرَمَيْتَٰبِهَاٰللِٰٱقَالَٰأَشْعَبُٰوَٰ  
アシュアブは言った。神か

けて、もしあなたがその弓 

ٰ ٰمَشْوِيًّاٰبَيْنَٰلسَّمَاءِٰفَوَقَعَٰٱطَائِرًاٰفِىٰجَوِّ  
で天空の鳥を射て、それ

が２切れのパンの間に 

ٰأَبَدًاٱرَغِيفَيْنِٰمَاٰ ٰشْتَرَيْتُهَاٰمِنْكَٰبِدِينَار   

焼き肉になって落ちてきた

としても、私は１ディーナー

ルでは決して買わない。 

ٰ   

6.さまざまなことわざ３ 

 「猿よりも臆病だ」  نْ هِجْرِسٍ أَجْبَنُ مِ 

ٰأَنَّهُٰزَعَمَٰمُٰ دُٰبْنُٰحَبِيب  ٰعْلَبُٰلثَّٱحَمَّ  

ムハンマド・ブン・ハビーブ

は主張している。هجرسは

「キツネ」の意味であると。 
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ٰلثَّعْلَبِٰٱقَالَٰيُقَالُٰإِنَّهُٰوَلَدُٰ  

彼はまた言っている。それ

は「キツネのこども」だとも

言われている。 

ٰلِكَٰأَنَّهُٰلََٰيَنَامُٰلْقِرْدُٰوَذٰ ٱنَاٰهُٰقَالَٰوَيُرَادُٰبِهِٰهٰ   
彼はまた言っている。ここ

では「猿」の意味で、 

ٰوَفِىٰيَدِهِٰحَجَرٌٰمَخَافَةَٰ ٰلذِّئْبِٰأَنْٰٱإِلََّ  

それは、猿は狼に食べら

れるのを怖れて、石を手に

持たなければ 

ٰيَأْكُلَهُٰ  眠らないからである。 

ٰقَالَٰوَتَحَدَّثَٰرَجُلٌٰمِنْٰأَهْلِٰمَكَّةَٰأَنَّهُٰإِذَا  

彼は言う。メッカのある人

が語った。夜になると、猿

達が 

ٰلْقُرُودَٰتَجْتَمِعُٰفِىٱللَّيْلُٰرَأَيْتَٰٱكَانَٰ  
一つの場所に集まるのを

見るだろう、 

ٰ ٰمَوْضِع  ٰلْوَاحِدُٰٱثمَُّٰتَبِيتُٰمُسْتَطِيلَةًٰوَاحِد   
そして彼らは縦に並んで、

つまり、１匹が他の１匹の 

ٰوَاحِدٰ لْْخَرِٰوَٰٱمِنْهَاٰفِىٰأَثَرِٰ ٰفِىٰيَدِٰكُلِّ  

後になるようにして各々が

手に石を持って夜を過ご

す、 

ٰيَنَامَٰفَيَأْكُلَهُٰ ٰلذِّئْبُٰٱحَجَرٌٰلِئَلََّ  
眠って狼に食べられないよ

うに。 

ٰلْحَجَرُٰٱفَإِنْٰنَامَٰوَاحِدٌٰسَقَطَٰمِنْٰيَدِهِٰ  
もし１匹が眠ったら、手か

ら石が落ち、 

لُٰ ٰلْْخَرُٰفَيَصِيرُٰٱفَفَزَعَتْٰكُلُّهَاٰفَيَتَحَوَّ  

みんなびっくりして目が覚

め、そこで別のものが代わ

って 

ٰللَّيْلِٰٱطُولَٰٰلِكَٰدَأْبَهَاقُدَّامَهَاٰفَيَكُونُٰذٰ   
先頭になる。それが夜じゅ

うの彼らの習慣である。 

ٰلَّذِىٰبَاتَتْٰفِيهِٰٱلْمَوْضِعِٰٱفَتُصْبِحُٰمِنَٰ  
朝になると夜を過ごした場

所から数マイル離れた 

ٰجُبْنًاٰمِنْهَاٰوَخَوَٰعَلَىٰ ٰرًاٰفِىٰطِبَاعِهَاأَمْيَال   
場所へ行く。臆病と性質の

弱さのためである。 
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 「牛よりもカモシカを」  لْبَقَرِ ٱاَلظِّبَاءَ عَلَى 

ٰلرَّجُلَيْنِٰٱنْقِطَاعِٰمَاٰبَيْنَٰٱيُضْرَبُٰعِنْدَٰ  
２人の間の親族関係や友

人関係が断たれるときに 

دَاقَةِٰٱلْقَرَابَةِٰوَٰٱمِنَٰ ٰلصَّ  用いられる。 

ٰلْجَاهِلِيَّةِٰإِذَاٰقَالَٰٱلرَّجُلُٰفِىٰٱوَكَانَٰ  

イスラーム以前、男性が女

性(妻)に「牛よりもカモシカ

を」 

ٰلْبَقَرِٰبَانَتْٰمِنْهُٰٱءَٰعَلَىٰلظِّبَاٱٰمْرَأَتِهِٰلِٱ  
と言うと、彼女は彼から離

れ、彼らにおいては 

ٰنْدَهُمْٰطَلََقًاعِٰوَكَانَٰ  離婚となった。 

ٰأَوْٰخْتَرْتُٰٱلظِّبَاءُٰعَلَىٰمَعْنَىٰٱوَنُصِبَٰ  

が対格にな（カモシカ）ظباء

るのは、「私は牛よりカモ

シカを選んだ、 

ٰلْبَقَرُٰكِنَايَةٌٰٱلْبَقَرِٰوَٰٱعَلَىٰٰلظِّبَاءَٰٱأَخْتَارُٰ  
あるいは、選ぶ」の意味に

なっているからで、 

ٰالنِّسَاءِٰٱعَنِٰ  
牛は女性を暗示する言葉

である。 

ٰ   

 「狼よりも横暴だ」  أَظْلَمُ مِنْ ذِئْبٍ 

ٰبْنُٰٱأَمَّاٰمَاٰجَاءَٰفِىٰأَشْعَارِهِمْٰفَحَكَىٰ  

彼らの詩に出てくるものに

ついてはイブン・アウラー

ビーが語るところによると、 

ٰأَعْرَابِيًّاٰرَبَّىٰبِٰٱ ٰأَنَّ ٰلْبَادِيَةِٰذِئْبًاٱلََْعْرَابِىِّ  

次の通りである。あるベド

ウィンが沙漠で狼を育て

た。 

ٰ شَبَّ ٰلََْعْرَابِىُّٰٱفْتَرَسَٰسَخْلَةًٰلَهُٰفَقَالَٰٱفَلَمَّاٰ  

狼が成長すると彼の雌小

羊を食い殺した。それでベ

ドウィンは詩を詠んだ。 
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1ٰفَرَسْتَٰشُوَيْهَتِىٰوَفَجَعْتَٰطِفْلًَٰٰ  
お前は私の小羊を殺し、子

供達と女達を悲しませた 

ٰوَنِسْوَانًاٰوَأَنْتَٰلَهُمْٰرَبِيبُٰ  
お前は彼らの養子である

のに 

ٰلسِّخَالِٰوَأَنْتَٰطِفْلٌٰٱنَشَأْتَٰمَعَٰٰ  
お前は小さい間は小羊達

と共に育った 

ٰأَبَاكَٰذِيبُٰفَمَٰ 2ٰاٰأَدْرَاكَٰأَنَّ  
お前の父が狼だと何がお

前に知らせたのか 

ٰلطِّبَاعُٰطِبَاعَٰسُوءٰ ٱإِذَاٰكَانَٰ  
もし元々の根性が悪いの

なら 

ٰطَبْٰ ٰعًاٰأَدِيبُٰفَلَيْسَٰبِمُصْلِح   
教師は性質を直すことが

できない 

ٰفَقَالَٰآخَرُٰ  
また別の者がこう詠んでい

る。 

ٰلذِّئْبِٰلَيْسَٰبِآلِفٰ ٱوَأَنْتَٰكَجَرْوِٰٰ  
あなたは狼の子のようだ 

人になれることがない 

ٰأَنْٰيَخُونَٰوَيَظْلِمَاٱأَبَىٰ ٰلذِّئْبُٰإِلََّ  
狼はどうしても裏切ったり

無法を行ったりするものだ 

１ここでは集合名詞として使われている。   

２本来はذئب だが、脚韻を踏ませるため。  

ٰ   

  لْبَكَّاءِ ٱأَحْمَقُ مِنْ رَبِيعَةَ 
「泣き虫のラビーアより愚

かだ」 

ٰصَعْصَعَةَٰٰهُوَٰرَبِيعَةُٰبْنُٰعَامِرِٰبْنِٰ  
彼はラビーア・ブン・アーミ

ル・ブン・サアサアである。 



３１ 
 

ٰأُمَّهُٰكَانَتْٰتَزَوَّجَتْٰ ٰرَجُلًَٰوَمِنْٰحُمْقِهِٰأَنَّ  

彼の愚かさについては次

のような話がある。父の死

後、彼の母親はある男と 

ٰلْخِبَاءَٰٱمِنْٰبَعْدِٰأَبِيهِٰفَدَخَلَٰيَوْمًاٰعَلَيْهَاٰ  

結婚していた。ある日、彼

が彼女のところを訪れテン

トに入った。彼は 

ٰفَرَأَىٰأُمَّهُٰتَحْتَٰلْتَحَىٰٱوَهُوَٰرَجُلٌٰقَدِٰ  
もうひげの生えた大人であ

った。が、母親が夫の下に 

ٰأَنَّهُٰيُرِيدُٰقَتْلَهَاٰزَوْجِهَاٰيُبَاضِعُهَاٰفَتَوَهَّمَٰ  

なって一緒に寝ているのを

見て、その男が母を殺そう

としていると思い込んだ。 

ٰلْخِبَاءَٰٱعَنْهُمَاٰلْبُكَاءِٰوَهَتَكَٰٱفَرَفَعَٰصَوْتَهُٰبِٰ  
それで泣き声を上げて、２

人のいるテントを裂いて 

ٰوَقَالُواٱٰفَلَحِقَهُٰأَهْلُٰٰمَّاهْٰوَقَالَٰوَاٰأُٰ ٰلْحَىِّ  
言った。ああ、お母さん。そ

こで部落の人々が彼を 

ٰمَاٰوَرَاءَكَٰ  
取り抑えて、言った。どうし

たのか。 

ٰلََنًاٰعَلَىلْخِبَاءَٰفَصَادَفْتُٰفُٰٱقَالَٰدَخَلْتُٰ  
彼は言った。私がテントに

入ると、誰それがお母さん 

ٰبَطْنِٰأُمِّىٰيُرِيدُٰقَتْلَهَاٰ  
の腹の上で、彼女を殺そう

としていた。 

ٰأُم ٰتَحْتَٰزَوْجٰ فَٰ ٰقَالُواٰأَهْوَنُٰمَقْتُول   

彼らは言った。夫の下にい

る母親はいとも簡単に殺さ

れるものだ 1。 

ٰلْبَكَّاءَٰٱفَذَهَبَتْٰمَثَلًَٰوَسُمِّىَٰرَبِيعَةَٰ  

そしてことわざになり、彼

は泣き虫のラビーアと呼ば

れ、 

ٰلْمَثَلُٰٱفَضُرِبَٰبِحُمْقِهِٰ  
彼の愚かさはことわざとし

て用いられた。 

ٰ  
1 軽々しく「殺された」と言われる 

の意。 

ٰ   
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 「夢であれ、夢であれ」  كُنْ حُلْمًا كُنْهُ 

ٰلْخَبَرِٰأَىْٰلِيَكُنْٰحُلْمًاٱيُضْرَبُٰلِلْهَائِلِٰمِنَٰ  
恐ろしい知らせに用いられ

る。すなわち、一つの夢で 

ٰلََْحْلََمِٰوَلََٰيَتَحَقَّقْٰٱمِنَٰ  
あれ、現実であってはなら

ぬ。 

ٰرَجُلًَٰأَهْوَىٰبِرُمْحِهِٰحَتَّىٰ ٰوَأَصْلُهُٰأَنَّ  
その元はこうである。ある

男が槍を落とし、それが 

ٰمْرَأَة ٰوَهِىَٰنَائِمَةٌٰٱٰبَيْنَٰعَيْنَىِٰٰجَعَلَهُٰ  
眠っている女の両目の間

に落ちた。 

ٰمَّٰغَمَضَتْٰرَأَتْهُٰفَزِعَتْٰثُٰتْٰفَلَمَّاٰسْتَيْقَظَٰٱفَٰ  

彼女は目を覚まし、それを

見て驚いた。それから両目

を 

ٰقَالَتْٰكُنْٰحُلْمًاٰكُنْهُٰعَيْنَيْهَاٰوَٰ  
つぶって言った。夢であ

れ、夢であれ。 

ٰ   

 「ジュハーより愚かだ」  أَحْمَقُ مِنْ جُحَا

ٰوَمِنْٰحُمْقِهِٰأَيْضًا..................  
・・・・・・・・・・・・また彼の愚

かさには次の話がある。 

ٰفَعَثَرَٰأَنَّهُٰخَرَجَٰمِنْٰ ٰمَنْزِلِهِٰيَوْمًاٰبِغَلَس   

彼がある日、明け方の暗

闇に家から出て、家の路

地で 

ٰفَضَجِرَٰبِهِٰفِىٰدِهْلِيزِٰمَٰ ٰنْزِلِهِٰبِقَتِيل   
殺された人に突き当たっ

た。彼は不安にかられた。 

إِلَىٰبِئْرِٰمَٰ فِٰٰنْزِلِهِٰوَجَرَّهُٰ ٰيهَاٰفَأَلْقَاهُٰ  

彼はその人を家の井戸ま

で引きずって行き、中に投

げ込んだ。 

ٰكَبْشًاٰخَنَقَٰفَأَخْرَجَهُٰوَغَيَّبَهُٰوَٰوهُٰبِهِٰأَبُٰٰفَنَذِرَٰ  

彼の父親がその危険に気

がつき、取り出して隠した。

そして雄羊を絞めて 
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فِىٰ ٰلْبِئْرِٰٱحَتَّىٰقَتَلَهُٰوَأَلْقَاهُٰ  
殺し、それを井戸に投げ込

んだ。 

ٰأَهْلَٰ ٰلْقَتِيلِٰطَافُواٰفِىٰسِكَكِٰٱثمَُّٰإِنَّ  
その後、殺された人の家

族がクーファの町の道々を 

ٰفَتَلَقَّاهُمْٰجُحَاٰفَقَالَٰلْكُوفَةِٰيَبْحَثُونَٰعَنْهُٰٱ  

回って、その人を探し、ジ

ュハーと出会った。彼は言

った。 

ٰنْظُرُواٰأَهُوَٰٱفِىٰدَارِنَاٰرَجُلٌٰمَقْتُولٌٰفَٰ  
私の家に殺された男がい

る、彼があなたがたの仲間 

ٰصَاحِبُكُمْٰ  
かどうか、見てごらんなさ

い。 

فِىٰ ٰلْبِئْرِٰٱفَعَدَلُواٰإِلَىٰمَنْزِلِهِٰوَأَنْزَلُوهُٰ  

そして彼らは彼の家のほう

へ道をそれて行った。彼ら

は彼を井戸に下ろした。 

ٰؤلََُءِٰلْكَبْشَٰنَادَاهُمْٰوَقَالَٰيَاٰهٰ ٱفَلَمَّاٰرَأَىٰ  
彼は雄羊を見ると、彼らに

叫んだ。みなさん、 

واهَلْٰكَانَٰلِصَا ٰحِبِكُمْٰقَرْنٌٰفَضَحِكُواٰوَمَرُّ  

あなたがたのお仲間には

角がありましたか。 

彼らは笑って行き過ぎた。 

ٰ   

  لْعَرُوسُ يَكُونُ مَلِكًاٱكَادَ 
「花婿はほとんど王であ

る」 

ٰأَيْضًااَلْعَرَبُٰتَقُولُٰلِلرَّجُلِٰعَرُوسٌٰوَلِلْمَرْأَةِٰ  
アラブ人は男に対しても女

に対してもعروس（花嫁、花  

ٰلرَّجُلُٰٱهُنَاٰوَيُرَادُٰهٰ   
婿)と言う。ここでは男性が

意味されている。 

تِهِٰفِىٰنَفْسِهِٰوَأَهْلِهِٰ ٰأَىْٰكَادَٰيَكُونُٰمَلِكًاٰلِعِزَّ  

すなわち、彼は自分の力

のゆえに、自分や家族に

対し、ほとんど王である。 
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7.一番年下が一番悪い 

 「一番年下が一番悪い」  غْرَاهُنَّ شُرَّاهُنَّ صُ 

ٰوَيُرْوَىٰمُرَّاهَاٰوَيُرْوَىٰصُغْرَاهَاٰشُرَّاهَا  

شراها صغراها  の形でも、伝

えられ、また「一番苦い」と

も伝えられている。 

لُٰمَنْٰقَالَٰذٰ  ٰمْرَأَةٌٰكَانَتْٰفِىٰزَمَنِٰٱلِكَٰأَوَّ  
最初にそれを言ったのは、

ルクマーン・ブン・アードの 

ٰوَكَانَٰلَهَاٰ ٰزَوْجٌٰيُقَالُٰلَهُٰلُقْمَانَٰبْنِٰعَاد   
時代の、ある女性であっ

た。彼女にはシャジーと 

ٰوَخَلِيلٌٰيُقَالُٰلَهُٰٱ ٰلْخَلِىُّٰٱلشَّجِىُّ  
いう夫がいて、ハリーとい

う男友達がいた。 

ٰلْمَرْأَةَٰذَاتَٰٱذِهِٰىٰهٰ فَنَزَلَٰلُقْمَانُٰبِهِمْٰفَرَأَٰ  

ルクマーンは彼らのところ

に滞在していたが、この女

性が 

ٰ ٰرْتَابَٰٱفَٰٰلْحَىِّٰٱنْتَبَذَتْٰمِنْٰبُيُوتِٰٱيَوْم   
ある日、部落の家々からそ

っと出て行くのを見た。 

ٰلُقْمَانُٰبِأَمْرِهَاٰفَتَبِعَهَا  
ルクマーンは彼女のことを

不審に思い、後をつけた。 

ٰفَرَأَىٰرَجُلًَٰعَرَضَٰلَهَاٰوَمَضَيَاٰجَمِيعًا  
そして彼は男が彼女の前

に現れたのを見た。２人は 

ٰوَقَضَيَاٰحَاجَتَهُمَاٰ  
一緒に行き、用事を済ませ

た。 

ٰ ٰأَتَمَاوَتُٰلْمَرْأَةَٰقَالَتْٰلِلرَّجُلِٰإِنِّىٰٱثمَُّٰإِنَّ  
それから女は男に言った。

私は死んだふりをするから 

ٰنِىٰلَيْلًَٰرَجَمِىٰفَأْتِٰ إِذَاٰأَسْنَدُونِىٰفِىفَٰ  
彼らが私を墓に安置した

ら、夜に私のところに来て 

ٰلََٰيَعْرِفْنَاٱفَأَخْرِجْنِىٰثمَُّٰ ٰذْهَبْٰإِلَىٰمَكَان   
私を出してください、そして

人々が私達のことを 
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ٰأَهْلُهُٰ  
知らない場所に連れて行

ってください。 

ٰلِكَٰقَالَٰوَيْلٌٰلِلشَّجِىِّٰذٰ ٰفَلَمَّاٰسَمِعَٰلُقْمَانُٰ  
ルクマーンはそれを聞いた

とき言った。ハリーの 

ٰفَأَرْسَلَٰلِٰلْخَّٰٱمِنَٰ ٰهَاٰمَثَلًَٰىِّ  

ためにシャジーは災いなる

かな。それはことわざにな

った。 

إِلَىٰمَكَانِهَاٰوَفَعَلَتْٰمَاٱثمَُّٰرَجَعَتِٰ ٰلْمَرْأَةُٰ  

それから女は自分の場所

に戻り、自分が言った通り

に 

ٰبِهَاٰأَيَّامًاٰنْطَلَقَٰٱلرَّجُلُٰوَٰٱقَالَتْٰفَأَخْرَجَهَاٰ  
した。そしてその男が彼女

を連れ出し、何日か他の 

ٰآخَرَٰ ٰإِلَىٰمَكَان   場所へ行った。 

لَتْٰإِلَىٰ ٰبَعْدَٰبُرْهَة ٰٱثمَُّٰتَحَوَّ ٰلْحَىِّ  
そして、しばらくして彼女は

(元の)部族に移ってきた。 

بَنَاتُهَا ٰقَاعِدَةٌٰمَرَّتْٰبِهَاٰ هِىَٰذَاتَٰيَوْم  ٰفَبَيْنَاٰ  

ある日彼女が座っている

と、彼女の娘達が通りかか

った。 

ٰللِٰٱلْكُبْرَىٰفَقَالَتْٰأُمِّىٰوَٰٱفَنَظَرَتْٰإِلَيْهَاٰ  

一番上の娘が彼女を見て

言った。神かけてお母さん

だ。 

ٰٰللِٰٱلْوُسْطَىٰصَدَقْتِٰوَٰٱقَالَتِٰ  
真ん中の娘が言った。神

かけて、本当だ。 

ٰوَلََٰٰتُمَاٰمَاٰأَنَاٰلَكُمَاٰبِأُمٍّٰلْمَرْأَةُٰكَذَبْٰٱقَالَتِٰ  

女は言った。あなたがた２

人は嘘を言った、私はあな

たがたの母ではなく、 

ٰمْرَأَة ٰٱبِٰأَبِيكُمَاٰ  

あなたがたの父の妻でも

ない。(それで上の２人の

娘はその言葉を信じた) 

غْرَىٰأَمَاٰتَعْرِفَانِٰمُحَيَّاهَاٱاٰفَقَالَتْٰلَهُمَٰ ٰلصُّ  

一番下の娘が２人に言っ

た。あなたがた２人はお母

さんの顔を知らないの？ 

ٰوَتَعَلَّقَتْٰبِهَاٰوَصَرَخَتْٰ  
そして彼女にすがりついて

泣き叫んだ。 
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ٰلِكَٰصُغْرَاهُنَّٰلَُْمُّٰحِينَٰرَأَتْٰذٰ ٱفَقَالَتِٰ  
それを見た母親は言った。

一番年下が一番悪い。 

ٰفَذَهَبَتْٰمَثَلًَٰ ٰشُرَّاهُنَّ  
そしてそれがことわざにな

った。 

ٰ ٰجْتَمَعُواٰفَعَرَفُوهَاٰفَرَفَعُواٱلنَّاسَٰٱثمَُّٰإِنَّ  
それから人々が集まってき

て彼女であると認めた。 

ٰوَقَالُواٰلَهُٰٱ ةَٰإِلَىٰلُفْمَانَٰبْنِٰعَاد  ٰلْقِصَّ  

彼らはその話をルクマー

ン・ブン・アードに伝え、彼

に言った。 

ٰلْمَرْأَةِٰٱقْضِٰبَيْنَنَاٰفَلَمَّاٰنَظَرَٰلُقْمَانُٰإِلَىٰٱ  

私達の間を裁いてくださ

い。ルクマーンが女を見た

とき彼女だと知り、 

ٰلْيَقِينُٰٱلْخَبَرُٰٱعَرَفَهَاٰفَقَالَٰعِنْدَٰجُهَيْنَةَٰ  

 (ことわざを引用して)言っ

た。「ジュハイナだけが真

相を知っている」 

ٰيَنَٰمِنْهَاٰاوَمَاٰعَٰيَعْنِىٰنَفْسَهُٰ  

すなわち、彼自身だけが、

彼女について目撃したこと

を知っているという意味。 

عَرَفَٰوَأَقْبَلَٰعَلَىٱفَأَخْبَرَٰلُقْمَانُٰ وْجَٰبِمَاٰ ٰلزَّ  
ルクマーンは彼が知ってい

ることを夫に告げ、女の 

تَهَاٰكَيْفَٰصَنَعَتْٰٱ ٰعَلَيْهَاٰقِصَّ ٰلْمَرْأَةِٰفَقَصَّ  
もとに来て、彼女に、彼女

がどのようにしたか、 

ٰوَكَيْفَٰقَالَتْٰلِصَدِيقِهَاٰ  
男友達にどのように言った

かを話した。 

ٰذَارُٰقَالَتْٰمَاٰكَانَٰهٰ نْكِٰبِمَاٰلََٰتُٰفَلَمَّاٰأَتَاهَاٰ  

否定できないことを彼がも

ちだしたので彼女は言っ

た。 

ٰرْسَلَتْهَاٰمَثَلًَٰأَٰفِىٰحِسَابِىٰفَٰ  

これは私の計算にはなか

った。これもことわざになっ

た。 

ٰ   
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8.サマウアルより信義を守る 

  لسَّمَوْءَلِ ٱ أَوْفَى مِنَ 
「サマウアルより信義を守

る」 

ٰلسَّمَوْءَلُٰبْنُٰحَيَّانَٰبْنِٰعَادِيَاءَٰٱهُوَٰ  
彼はユダヤ人、サマウア

ル・ブン・ハイヤーン・ブン・ 

ٰٱ ٰلْيَهُودِىُّ  アーディヤーである 

ٰ ٰلْقَيْسِٰلَمَّاٰأَرَادَٰٱمْرَأَٰٱوَكَانَٰمِنْٰوَفَائِهِٰأَنَّ  

彼の信義については次の

ような話がある、イムルウ・

ル・カイスがビザンツ皇帝 

مَوْءَلَ ٱسْتوَْدَعَ ٱلْخُرُوجَٰإِلَىٰقَيْصَرَٰٱ ٰلسَّ  

のところへ出かけようとし

たとき、サマウアルに(家宝

の)鎧を預けた。 

ٰلْجُلََحِٰأَيْضًاٰدُرُوعًاٱدُرُوعًاٰوَأُحَيْحَةَٰبْنَٰ  
ウハイハ・ブン・ジュラーフ

も彼に鎧を預けた。 

مَلِكٌٰمِنْٰٱمْرُؤُٰٱفَلَمَّاٰمَاتَٰ ٰلْقَيْسِٰغَزَاهُٰ  
イムルウ・ル・カイスが死

んだとき、シャーム(シリア) 

زَٰمِنْهُٰٱمُلُوكِٰ ٰلسَّمَوْءَلُٰٱلشَّأْمِٰفَتَحَرَّ  
のある王が彼を攻めたが、

サマウアルは防いだ。 

ٰبْنًاٰلَهُٰوَكَانَٰخَارجًاٰمِنَٰٱلْمَلِكُٰٱفَأَخَذَٰ  
その王は彼の息子を捕え

た。その息子は城から 

ٰلْحِصْنِٰٱ  出ていたのだった。 

ٰفَأَشْرَفَٰعَلَيْهِٰٰلسَّمَوْءَلِٰٱلْمَلِكُٰبِٰٱفَصَاحَٰ  

王がサマウアルに向かっ

て叫んだので、彼は王を見

下ろした。 

ٰوَقَدْٰعَلِمْتَٰٱذَاٰفَقَالَٰهٰ  ٰبْنُكَٰفِىٰيَدَىَّ  

王は言った。これはあなた

の息子だ、私の手中にあ

る。 

ٰ ٰنْٰعَشِيرَتِىبْنُٰعَمِّىٰوَمِٰٱلْقَيْسِٰٱمْرَأَٰٱأَنَّ  

あなたはイムルウ・ル・カイ

スが私の従兄弟、私の一

族であり、 
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ٰوَأَنَاٰأَحَقُّٰبِمِيرَاثِهِٰ  

私が彼の遺産を受け継ぐ

に最もふさわしいことを知

っているだろう(実は嘘) 

ٰذَبَحْت1ُٰٰلدُّرُوعَٰٱفَعْتَٰإِلَىَّٰدَٰٰفَإِنْٰ لََّ ٰبْنَكَٰٱوَاِ   
もし私に鎧を渡せばよし、

さもなければ息子を殺す。 

لَهُٰفَجَمَعَٰأَهْلَٰبَيْتِهِٰ لْنِىٰفَأَجَّ ٰفَقَالَٰأَجِّ  

サマウアルは言った。猶予

を与えよ。王は猶予を与え

た。 

فَشَاوَرَهُمْٰ ٰوَنِسَاءَهُٰ  

サマウアルは身内の者や

女達を集め、彼らに相談し

た。 

ٰلدُّرُوعَٰوَيَسْتَنْقِذَٰٱفَكُل ٰأَشَارَٰعَلَيْهِٰأَنْٰيَدْفَعَٰ  
皆が、鎧を渡して息子の命

乞いをするようにと彼に 

ٰبْنَهُٰٱ  進言した。 

ٰأَصْبَحَٰأَشْرَفَٰعَلَيْهِٰوَقَالَٰلَيْسَٰإِلَىفَلَمَّاٰ  
朝になると彼は王を見下ろ

して言った。 

ٰصْنَعْٰمَاٰأَنْتَٰصَانِعٌٰٱلدُّرُوعِٰسَبِيلٌٰفَٰٱدَفْعِٰ  
鎧を渡すことはできない、

お前がするようにせよ。 

ٰبْنَهُٰوَهُوَٰمُشْرِفٌٰيَنْظُرُٰإِلَيْهِٰٱلْمَلِكُٰٱفَذَبَحَٰ  

彼が見下ろして見ているま

ま、王は彼の息子を殺し

た。 

ٰلْخَيْبَةِٰٱلْمَلِكُٰبِٰٱنْصَرَفَٰٱثمَُّٰ  
そして王は失望して立ち去

った。 

ٰلْمَوْسِمَٰفَدَفَعَهَاٱرُوعِٰلدُّٰٱلسَّمَوْءَلُٰبِٰٱفَوَافَىٰ  

サマウアルは祭りの日に

鎧を運んできて、イムル

ウ・ル・カイスの 

ٰلِكَٰلْقَيْسِٰوَقَالَٰفِىٰذٰ ٱمْرِئِٰٱإِلَىٰوَرَثَةِٰ  
後継者達に渡し、そのこと

について詩を詠んだ。 

ٰإِنِّىٱوَفَيْتُٰبِأَدْرُعِٰٰ ٰلْكِنْدِىِّ  
私はキンダ部族の鎧を守

った 

ٰإِذَاٰمَاٰخَانَٰأَقْوَامٌٰوَفَيْتُٰ  
諸人が裏切っても私は守

る 
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ٰوَقَالُواٰإِنَّهُٰكَنْزٌٰرَغِيبٌٰٰ  
彼らは言った。それは誰も

が欲しがる宝だと 

ٰٰأَغْدِرُٰمَاٰمَشَيْتُٰللِٰٱفَلََٰوَٰ  

神かけて、私は足が動く

(生きている)限り、裏切ら

ない 

ٰلِىٰعَادِيَاٰحِصْنًاٰحَصِينًاٰىبَنَٰٰ  
(祖父の)アーディヤーは私

に堅固な城を建てた 

ٰسْتَقَيْتُٰٱوَبِئْرًاٰكُلَّمَاٰشِئْتُٰ  
望めばいつでも汲める井

戸も 

ٰلْعِقْبَانُٰعَنْهُٰٱطِمِرًّاٰتَزْلَقُٰٰ  

（その城は）鷲でさえ足を

すべらせるほど背の高い

名馬 

ٰإِذَاٰمَاٰنَابَنِىٰظُلْمٌٰأَبَيْتُٰ  
暴虐が私を襲っても撃退

できる 
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9.さまざまなことわざ４ 

  لذِّئْبَ أَعَدَّ كَلْبًاٱمَنْ خَشِىَ 
「狼を怖れる者は犬を用意

する」 

ٰ   

  مَنْ أَنْفَقَ مَالَهُ عَلَى نَفْسِهِ فَلََ يَتَحَمَّدْ بِهِ 
 لنَّاسِ ٱعَلَى 

 

「財産を自分自身のため

に費やす者は、その財産

を人々に自慢してはならな

い」 

ٰ   
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  لْْثاَمَ ٱشِبْدِعِهِ أَمِنَ عَلَى مَنْ عَضَّ 
「舌をかみしめる者は諸々

の罪から安全である」 

ٰ   

  بَاتَ بِلَيْلَةِ أَنْقَدَ 
「ハリネズミの夜を過ごし

た」 

ٰيُضْرَبُٰلِمَنْٰسَهِرَٰلَيْلَهُٰأَجْمَعَٰ  
夜通し起きていた人に用

いられる。 

ٰ   

  أَبَرُّ مِنْ فَلْحَسٍ 
「ファルハスよりも親孝行

だ」 

ٰيْبَانَٰهُوَٰرَجُلٌٰمِنْٰبَنِىٰشَٰ  
彼はバヌー・シャイバーン

部族の人である。 

وَٰزَعَٰ ٰكَانَٰخَرِفًاٰكَبِيرَٰمُواٰأَنَّهُٰحَمَلَٰأَبَاهُٰ  
彼らが言うには、彼はもう

ろくした高齢の父親を 

ٰعَلَىٰعَاتِقِهِٰإِلَىٰبَيْتِٰٱ ٰلْحَرَامِٰٱٰللِٰٱلسِّنِّ  
肩にかついで聖なる神殿

(カアバ）に運び、 

هُٰ ٰحَتَّىٰأَحَجَّ  巡礼させた。 

ٰ   

  تَصْنَعُ فِى عَامَيْنِ كُرْزًا مِنْ وَبَرٍ 
「２年かかって、ラクダの毛

の袋を作る」 

ٰيُضْرَبُٰمَثَلًَٰلِلْبَطِىءِٰفِىٰأَمْرِهِٰوَعَمَلِهِٰ  

自分のことや自分の仕事

に遅い者のたとえに用いら

れる。 

ٰ   
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  لْجُبْنِ لََ رِبْح  وَلََ خُسْر  ٱ ثَمَرَةُ 
「臆病者の果実はもうけも

損もない」 

ٰ   

  ظَلَّتْ عَلَى فِرَاشِهَا تَكْرَى
「彼女はベッドの上で眠り

続けた」 

ٰ ٰلََْمْرِٰٱلْفَارِغِٰمِنَٰٱيُضْرَبُٰمَثَلًَٰلِلْخَلِىِّ  
することのない者のたとえ

に用いられる。 

ٰ   

  خَا لَهُ خَاكَ إِنَّ مَنْ لََ أَ خَاكَ أَ أَ 
「あなたの兄弟を敬え 兄

弟のない者は 

  بِغَيْرِ سِلََحِ  1لْبَيْدَاٱكَسَاعٍ إِلَى 
武器なしで沙漠を進む者

のようだ」 

(ٰ نَّ ٰعْلَمْٰجَنَاحُهُٰٱلْمَرْءِٰفَٰٱبْنَٰعَمِّٰٱوَاِ   
（人の従兄弟というのはそ

の人の翼であることを知れ 

ٰ(لْبَازِىٰبِغَيْرِٰجَنَاحِٰٱوَهَلْٰيَنْهَضُٰ  
翼なしでタカは飛び立つ

だろうか） 

 となっている場合もある（戦い） الْهَيْجَاの代わりに（沙漠） البيداء 1

(カッコ内はマイダーニーは伝えていないが、上の詩句の続きとして他の書にあるもの) 

ٰ   

  مَا لَهَا قِطَار   يْفٍ صَ  ظِلََلُ 
「夏の雲は水滴を持たな

い」 

ٰأَحَدٰ ضْرَبُٰلِمَنْٰلَهُٰثَرْوَةٌٰوَلََٰيُجْدِىٰعَلَىٰيُٰ  

富はあるが誰にも利益を

与えない人のたとえに用い

られる。 
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  أَرَى خَالًَ وَلََ أَرَى مَطَراً 
「私は雨雲を見るが、雨を

見ない」 

ٰلْمَالِٰلََٰيُصَابُٰمِنْهُٰخَيْرٌٰٱيُضْرَبُٰلِلْكَثِيرِٰ  

大金を持っているが、その

人から善が得られないこと

のたとえに用いられる。 

ٰ   

  رًا وَلََتَ أَوَانٍ مْ طَلَبَ أَ 

「あることを求めたが、もは

やその時ではなかった」 

（関連する詩句として) 

1ٰطَلَبُواٰصُلْحَنَاٰوَلََتَٰأَوَانٰ   

彼らは我々との和睦を求

めたが、もはやその時では

なかった 

ٰفَأَجَبْنَاٰأَنْٰلَيْسَٰحِينَٰبَقَاءِٰ  
それで我々は答えた 今

や生き残れるときではない 

 のあとに時を表す名詞の対格または属格が来て、「もはや～の時ではない」の意味になるلََتَ  1

ex.   لََتَ حٱينَ مَنَاص   （コーラン３８章３節） 

ٰ   

 「蚕のようだ」  لْقَزِّ ٱكَدُودَةِ 

ٰ ٰتِهِٰالْمَرْءَٰطُولَٰحَيَٰٱأَلَمْٰتَرَٰأَنَّ  

 (関連する詩句として) 

あなたは見たことがないか 

人が生涯 

ٰمَاٰيَزَالُٰيُعَالِجُهْٰ ٰمُعَنًّىٰبِأَمْر   
携わっている仕事に苦労し

ているのを 

ٰيَنْسُجُٰدَائِبَاٱكَدُودِٰكَدُودٌٰ 1ٰلْقَزِّ  
蚕のようにあくせくして 

蚕はずっと織り 

ٰغَمًّاٰوَسْطَٰمَاٰهُوَٰنَاسِجُهْٰوَيَهْلِكُٰ  

自分が織っているものの

中で悲しみながら死んでい

く 

1 この句はكدود غدا للقز ينسج دائبا とも伝えられている。  
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☆参考   

ٰلْحَوَائِجَٰمِنْٰلَئِيمٰ ٱمَنْٰطَلَبَٰ  
卑しい人に必要なものを求

める人は 

ٰلْكِلََبِٰٱلْعِظَامَٰمِنَٰٱكَمَنْٰطَلَبَٰ  犬に骨を求める人のようだ 

マイダーニーが挙げているأبخل من كلب (犬よりもけちだ) に関係する詩句として他の書に引用されて

いるもの 

 

10.バスースより不吉だ 

 「バスースより不吉だ」  لْبَسُوسِ ٱأَشْأَمُ مِنَ 

ٰ ٰةُٰخَالَةُٰمِيمِيَّٰلتَّٱهِىَٰبَسُوسُٰبِنْتُٰمُنْقِذ   

彼女はタミーム部族出身、

ムンキズの娘バスースで

あり、ジャッサース・ 

ٰقَاتِلِٰٱٰسَّاسِٰبْنِٰمُرَّةَٰبْنِٰذُهْلٰ جَٰ ٰلشَّيْبَانِىِّ  

ブン・ムッラ・ブン・ズフル・

シャイバーニーのおばであ

る。 

ٰكُلَيْبٰ ٰ  
彼（ジャッサース）がクライ

ブを殺したのである。 

ٰوَكَانَٰمِنْٰحَدِيثِهِٰأَنَّهُٰكَانَٰلِلْبَسُوسِٰجَارٌٰ  
彼の話に次のようなものが

ある。バスースのところに 

ٰوَكَانَٰلَهُٰ ٰيُقَالُٰلَهُٰسَعْدُٰبْنُٰشَمْس  ٰمِنْٰجَرْم   

サアド・ブン・シャムスとい

うジャルム部族の被保護

者 

1ٰنَاقَةٌٰيُقَالُٰلَهَاٰسَرَابِٰ  
がいた。彼はサラービとい

う雌ラクダを持っていた。 

ٰقَدْٰحَمَىٰأَرْضًاٰمِنْٰأَرْضِٰوَكَانَٰكُلَيبٌٰ  
クライブはアーリヤの地

の、ある土地を立入禁止 

بِيعِٰٱلْعَالِيَةِٰفِىٰأَنْفِٰٱ ٰلرَّ  
にしていた。春先のことで

ある。 
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ٰ ٰإِبِلُٰجَسَّاس  أَحَدٌٰإِلََّ ٰفَلَمْٰيَكُنْٰيَرْعَاهُٰ  

それでどこの家畜もそこで

草を食べなかったが、ジャ

ッサースのラクダは 

وَذٰ  ٰجَلِيلَةَٰلِمُصَاهَرَة ٰبَيْنَهُمَاٰ ٰبِنْتَٰمُرَّةَٰلِكَٰأَنَّ  

別であった。それは２人の

間に姻戚関係があったか

らで、ジャッサースの 

ٰكَانَتْٰتَحْتَٰكُلَيْبٰ  ٰأُخْتَٰجَسَّاس   

姉妹のジャリーラ・ビント・

ムッラはクライブに嫁いで

いたのである。 

ٰفِىٰإِبِلِٰلْجَٰٱفَخَرَجَتْٰسَرَابِٰنَاقَةُٰ ٰرْمِىِّ  

ジャルム部族の男の雌ラ

クダ、サラービが出て行っ

てジャッサースのラクダに 

ٰٰجَسَّاسٰ  ٰتَرْعَىٰفِىٰحِمَىٰكُلَيْب   
混じって、クライブの禁制

地で草を食べた。 

ٰوَنَظَرَٰإِلَيْهَاٰكُلَيْبٌٰفَأَنْكَرَهَاٰفَرَمَاهَاٰبِسَهْمٰ   
クライブはそれを見て不愉

快に思い、矢を射た。矢は 

ٰضَرْعَهَاٰفَوَلَّتْٰحَتَّىٰبَرَكَتْٰبِفِنَاءِٰٱفَٰ ٰخْتَلَّ  
雌ラクダの乳房を貫き、雌

ラクダは逃げて飼い主の 

ٰيَشْخُبُٰدَمًاٰوَلَبَنًاصَاحِبِهَاٰوَضَرْعُهَاٰ  

庭先でうずくまった。乳房

から血と乳をしたたらせて

いた。 

ٰفَخَرَجَتْٰٱلَمَّاٰنَظَرَٰإِلَيْهَاٰصَرَخَٰبِٰفَٰ ٰلذُّلِّ  

彼はそれを見て、屈辱の

あまり叫んだ。それでバス

ースの侍女が出てきた。 

ٰلنَّاقَةِٰٱلْبَسُوسِٰوَنَظَرَتْٰإِلَىٰٱٰجَارِيَةُٰ  
バスースは雌ラクダを見

た。 

عَلَىٰرَأْسِهَا ضَرَبَتْٰيَدُهَاٰ بِهَاٰ رَأَتْٰمَاٰ اٰ ٰفَلَمَّ  

彼女は雌ラクダに起こった

ことを見たとき、頭を手で

叩き 

ٰثمَُّٰأَنْشَأَتْٰتَقُولُٰٰهْٰلََّٰوَنَادَتْٰوَاٰذُٰ  
叫んだ。何たる屈辱か。そ

して詩を詠んだ。 

ٰلَعَمْرُكَٰلَوْٰأَصْبَحْتُٰفِىٰدَارِٰمُنْقِذٰ   

あなたの命に誓って、もし

私がムンキズの家にいた

なら 

ٰلَمَاٰضِيمَٰسَعْدٌٰوَهْوَٰجَارٌٰلََِبْيَاتِى  

私の家の被保護者である

サアドは害を受けることは

なかっただろう 
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ٰىٰأَصْبَحْتُٰفِىٰدَارِٰغُرْبَةٰ نَّنِٰكِٰوَلٰ   
しかし私は異国の家にい

る 

ٰعَلَىٰشَاتِىٰبُٰيَعْدُٰلذِّئْٰٱمَتَىٰيَعْدُٰفِيهَاٰ  
そこでは狼が走るとき、私

の羊を襲って走る 

ٰرْتَحِلْٰٱفَيَاٰسَعْدُٰلََٰتَغْرُرْٰبِنَفْسِكَٰوَٰ  
サアドよ、あなたの心を欺

かず、立ち去れ 

ٰعَنِٰ ٰلْجَارِٰأَمْوَاتِٰٱفَإِنَّكَٰفِىٰقَوْم   

なぜならあなたは、被保護

者に対し死んだように無関

心な人々の中にいるから 

ٰىَٰعَنْهُمُٰوَدُونَكَٰأَذْوَادِىٰفَإِنِّٰ  

私の小さなラクダの群れを

取れ、私は彼らのところか

ら 

ٰلَرَاحِلَةٌٰلََٰيُفْقِدُونِىٰبُنَيَّاتِى  

立ち去るつもりだ 私の娘

たちを彼らに害させはしな

い 

ٰفَلَمَّاٰسَمِعَٰجَسَّاسٌٰقَوْلَهَاٰسَكَّتَهَاٰوَقَالَٰ  

ジャッサースは彼女の言

葉を聞くと、彼女を黙らせ、

言った。 

ٰغَدًاٰجَمَلٌٰهُوَٰأَعْظَمُٰٱأَيَّتُهَاٰ لَيُقْتَلَنَّ ٰلْمَرأَةُٰ  
おばさん、明日ラクダが殺

される、それは、あなたの 

ٰعَقْرًاٰمِنْٰنَاقَةِٰجَارِكَٰ  

被保護者の雌ラクダよりひ

どい殺され方をするだろ

う。 

ٰوَلَمْٰيَزَلْٰجَسَّاسٌٰيَتَوَقَّعُٰغِرَّةَٰكُلَيْبٰ   
ジャッサースはクライブの

油断を待ち続け、 

ٰشَيْئًاٰحَتَّىٰخَرَجَٰكُلَيْبٌٰلََٰيَخَافُٰ  
遂にクライブは何の怖れも

もたずに外出した。 

ٰٱوَكَانَٰإِذَاٰخَرَجَٰتَبَاعَدَٰعَنِٰ ٰلْحَىِّ  
彼は外出するとき、部落か

ら離れるのが常であった。 

ٰفَبَلَغَٰجَسَّاسًاٰخُرُوجُهُٰفَخَرَجَٰعَلَىٰفَرَسِهِٰ  

彼（クライブ）が外出したと

いう知らせがジャッサース

に届くと、 

ٰلْحَارِثِٰٱتَّبَعَهُٰعَمْرُوٰبْنُٰٱوَٰٰوَأَخَذَٰرُمْحَهُٰ  

彼は馬に乗り、槍を取っ

た。アムル・ブン・ハーリス

が彼に従った。 
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ٰحَتَّىٰطَعَنَٰكُلَيْبًاٰوَدَقَّٰصُلْبَهُٰٰهُٰلَمْٰيُدْرِكْٰفَٰ  

ジャッサースはクライブに

追いつくやいなや、彼を突

き、背骨を砕いた。 

ٰمَّٰوَقَفَٰعَلَيْهِٰثُٰ  そして彼のそばに立った。 

ٰفَقَالَٰيَاٰجَسَّاسُٰأَغِثْنِىٰبِشَرْبَةِٰمَاءٰ   

クライブは言った。ジャッサ

ースよ、私を助けて水を一

口飲ませてくれ 

ٰلْمَاءَٰوَرَاءَكَٰٱفَقَالَٰجَسَّاسٌٰتَرَكْتَٰ  

ジャッサースは言った。お

前は水を後ろに捨ててきた 

(他部族から水場を取り上げてきた) 

ٰنْصَرَفَٰعَنْهُٰوَلَحِقَهُٰعَمْرٌوٱوَٰ  

そして彼のもとから去り、

アムルは彼のそばにい

た。 

ٰفَقَالَٰيَاٰعَمْرُوٰأَغِثْنِىٰبِشَرْبَةٰ   

クライブは言った。アムル

よ、私を助けて、一口飲ま

せてくれ 

ٰفَنَزَلَٰإِلَيْهِٰفَأَجْهَزَٰعَلَيْهِٰ  
アムルは彼のところへ下

り、とどめを刺した。 

ٰيلَٰلْمَثَلُٰفَقِٰٱفَضُرِبَٰبِهِٰ  

それで彼についてたとえが

作られ、次のように言われ

た。 

وٰعِنْدَٰكُرْبَتِهِٰمُسْتَجِيرُٰبِعَٰلْٱٰ ٰمْر   
悲しみに際してアムルに助

けを求める者は 

مْضَاءِٰبِٰٱلْمُسْتَجِيرِٰمِنَٰٱكَٰ ٰلنَّارِٰٱلرَّ  
焼石を逃れて火に助けを

求める者のようだ 

ٰقَالَٰوَأَقْبَلَٰجَسَّاسٌٰيَرْكُضُٰحَتَّىٰهَجَمَٰ  
語り手が言った。ジャッサ

ースは走り始め、自分の 

وَرُكْبَتُهُٰبَادِيَةٌٰقَوْمِهِٰفَنَٰعَلَىٰ ٰظَرَٰإِلَيْهِٰأَبُوهُٰ  

部族に突き進んだ。彼の

父親が彼を見たが、彼の

膝があらわになっていた。 

لَقَدْٰأَتَاكُمْٰجَسَّاسٌٰبِدَاهِيَةٰ  ٰفَقَالَٰلِمَنْٰحَوْلَهُٰ  

父は周りの者に言った。ジ

ャッサースはあなたがたに

災いを持って来た。 

ٰلِكَٰذٰ ٰقَالُواٰوَمِنْٰأَيْنَٰتَعْرِفُٰ  
彼らは言った。どうしてそ

れがわかるのか。 
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بَدَتْٰقَالَٰلِظُهُوٰ ٰرِٰرُكْبَتِهِٰفَإِنِّىٰلََٰأَعْلَمُٰأَنَّهَاٰ  
彼は言った。彼の膝があら

わになっているからだ。 

ٰقَبْلَٰيَوْمِهَاٰ  

私は今日まで彼の膝があ

らわになっていたのを知ら

ない。 

ٰثمَُّٰقَالَٰمَاٰوَرَاءَكَٰيَاٰجَسَّاسُٰٰ  

そして言った。ジャッサー

スよ、何があったのか(隠さ

ずに言え)。 

ٰللِٰٱفَقَالَٰوَٰ ٰٰلَقَدْٰطَعَنْتُٰطَعْنَةًٰلَتَجْمَعَنَّ  

彼は言った。神かけて、私

はワーイル部族の老婆達

が 

ٰرَقْصًاٰمِنْهَاٰ ٰعَجَائِزُٰوَائِل   
踊りに集まるほどの突き方

で突いてきた。 

ٰقَالَٰوَمَاٰهِىَٰثَكِلَتْكَٰأُمُّكَٰ  

父は言った。それは何のこ

とか、お前の母親がお前

の死を悲しめばいいのに 

ٰقَالَٰقَتَلْتُٰكُلَيْبًاٰ  

(この親不孝者め) 

彼は言った。私はクライブ

を殺した。 

بِئْسَٰلَٰ ٰٰمَاٰجَنَيْتَٰعَلَىٰللِٰٱرُٰعَمْٰقَالَٰأَبُوهُٰ  
父は言った。神の命に誓っ

て、お前は部族に対して 

ٰقَوْمِكَٰ  
何というひどい罪を犯した

のか。 

ٰفَقَالَٰجَسَّاسٌٰ  
するとジャッサースは（詩

を詠んで）言った。 

ٰمْتِنَاعٰ ٱتَأَهَّبْٰعَنْكَٰأُهْبَةَٰذِىٰ  
あなたの身を守るため防

御の武器を用意せよ 

ٰ ٰعَنِٰٱفَإِنَّ ٰلتَّلََحِىٱلََْمْرَٰجَلَّ  
なぜなら事は重大で、議論

している場合ではない 

ٰفَإِنِّىٰقَدْٰجَنَيْتُٰعَلَيْكَٰحَرْبًا  
私は戦いを引き起こすこと

をあえてした 

ٰ ٰلْقَرَاحِٰٱلْمَاءِٰٱبِٰٰلشَّيْخَٰٱتُغِصُّ  
清水で老人を窒息させる

ほどの戦いを 
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ٰفَأَجَابَهُٰأَبُوهُٰ  
父は彼に（詩の続きを詠ん

で）答えた。 

ٰحَرْبًا2ٰفَإِنْٰتَكُٰ ٰقَدْٰجَنَيْتَٰعَلَىَّ  
たとえお前が無法にも私を

戦いに巻き込んだとしても 

ٰ ٰوَلََٰرَثُّ ٰلسِّلََحِٰٱفَلََٰوَان   
私は弱者でもなく、使い古

した武器でもない 

ٰعَنِّى ٰسَأَلْبَسُٰثَوْبَهَاٰوَأَذُبُّ  
鎧を身に着け身を守るで

あろう 

ٰلْفِضَاحِٰٱلْمَذَلَّةِٰوَٰٱبِهَاٰيَوْمَٰ  屈辱と恥辱の日には 

ٰعَمَٰلنَّٰٱلََْبْنِيَةَٰوَجَمَعُواٰٱضُواٰقَالَٰثمَُّٰقَوَّٰ  

語り手は言った。そして彼

らはテントを取り壊し、羊

や 

ٰمَعُواٰلِلرَّحِيلِٰلْخُيُولَٰوَأَزْٰٱوَٰ  
馬を集めて旅立ちを決め

た。 

ٰنَدِيمًا ٰوَكَانَٰهَمَّامُٰبْنُٰمُرَّةَٰأَخُوٰجَسَّاس   

ジャッサースの兄弟ハンマ

ーム・ブン・ムッラは、クラ

イブ 

ٰ ٰلِمُهَلْهِلِٰبْنِٰرَبِيعَةَٰأَخِىٰكُلَيْب   

の兄弟ムハルヒル・ブン・

ラビーアの飲み仲間だっ

た。 

ٰلِتُعْلِمَهُٰ لَهُمْٰإِلَىٰهَمَّام  جَارِيَةًٰ ٰلْخَبَرَٰٱفَبَعَثُواٰ  

彼ら（ジャッサースの一族）

はその知らせをハンマー

ムに伝えるために侍女を 

ٰوَأَمَرُوهَاٰأَٰ مِنْٰمُهَلْهِل  ٰنْٰتُسِرَّهُٰ  

使いにやり、ムハルヒルに

は秘密にするよう彼女に

命じた。 

ٰلْجَارِيَةُٰوَهُمَاٰعَلَىٰشَرَابِهِمَاٱفَأَتَتْهُمَاٰ  

侍女は２人のところへ来

た。２人は飲んでいる最中

だった。 

ٰلََْمْرِٰٱلَّذِىٰكَانَٰمِنَٰٱفَسَارَّتْٰهَمَّامًاٰبِٰ  

彼女は起こった出来事を

ハンマームに密かに告げ

た。 

افَلَمَّاٰرَأَىٰذٰ  ٰلِكَٰمُهَلْهِلٌٰسَأَلَٰهَمَّامًاٰعَمَّ  
ムハルヒルはそれを見る

と、ハンマームに、侍女が 
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ٰلْجَارِيَةُٰٱقَالَتِٰ  何を言ったのか尋ねた。 

ٰوَكَانَٰبَيْنَهُمَاٰعَهْدُٰأَنْٰلََٰيَكْتُمَٰأَحَدُهُمَاٰ  
２人の間には互いに秘密

を隠さないという約束が 

ٰصَاحِبَهُٰشَيْئًا  あった。 

ٰأَخِىٰقَتَلَٰأَخَاكَٰ ٰفَقَالَٰلَهُٰأَخَبَرَتْنِىٰأَنَّ  

ハンマームは彼に言った。

彼女は私の兄弟があなた

の兄弟を殺したと告げた。 

ٰلِكَٰسْتًاٰمِنْٰذٰ ٱقَالَٰمُهَلْهِلٌٰأَخُوكَٰأَضْيَقُٰ  

ムハルヒルは言った。あな

たの兄弟は狭量でそんな

ことはできない。 

ٰوَسَكَتَٰهَمَّامٌٰوَأَقْبَلََٰعَلَىٰشَرَابِهِمَا  

(直訳：それをするより尻が狭い) 

ハンマームは沈黙し、２人

は飲むことに専念した。 

ٰلْْمِنِٰٱفَجَعَلَٰمُهَلْهِلٌٰيَشْرَبُٰشُرْبَٰ  
ムハルヒルは安心しきって

飲み始め、 

ٰلْخَائِفِٰٱوَهَمَّامٌٰيَشْرَبُٰشُرْبَٰ  
ハンマームは怖れを抱い

て飲み始めた。 

ٰلْخَمْرُٰمُهَلْهِلًَٰأَنْٰصَرَعَتْهُٰٱفَلَمْٰتَلْبَثِٰ  
まもなく酒がムハルヒルを

酔いつぶさせた。 

ٰهَمَّٰٱفَٰ ٰمَّلُواامٌٰفَرَأَىٰقَوْمَهُٰوَقَدْٰتَحَٰنْسَلَّ  
ハンマームはこっそり出

た。そして部族の者が出発 

ٰفَتَحَمَّلَٰمَعَهُمْٰ  
したのを見て、彼らと共に

出発した。 

ٰفَقَالَٰمُهَلْهِلٌٰلِنِسْوَتِهِٰ ٰوَظَهَرَٰأَمْرُٰكُلَيْب   

クライブのことが明らかに

なり、ムハルヒルは女達に

言った。 

ٰقُلْنَٰ ٰلََْمْرِٰقَتَلَٰٱلْعَظِيمُٰمِنَٰٱمَاٰدَهَاكُنَّ  

お前達に何がふりかかっ

たのか。彼女らは言った。

大変なことです。 

ٰجَسَّاسٌٰكُلَيْبًا  
ジャッサースがクライブを

殺しました。 
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ٰأَرْبَعِينَٰٱوَنَشِبَٰ ٰبَيْنَٰتَغْلِبَٰوَبَكْر  ٰلشَّرُّ  

タグリブ部族とバクル部族

の間に災いが勃発し、４０

年続いて 

ٰكُلُّهَاٰيَكُوٰسَنَةًٰ ٰنُٰلِتَغْلِبَٰعَلَىٰبَكْر   

その間ずっとタグリブ部族

がバクル部族に対して優

勢だった。 

ٰعْتَزَلَٰٱلْبَكْرِىُّٰقَدِٰٱلْحَارِثُٰبْنُٰعُبَاد ٰٱوَكَانَٰ  
バクル部族のハーリス・ブ

ン・ウバードは部族から 

ٰلْقَوْمَٰٱ  孤立していた。 

ٰٱفَلَمَّاٰ ٰٱسْتَحَرَّ ٰجْتَمَعُواٰإِلَيْهِٰٱلْقَتْلُٰفِىٰبَكْر   

バクル部族で死者が数多

くなったとき、彼らはハーリ

スのもとに集まり、 

ٰوَقَالُواٰقَدْٰفَنِىَٰقَوْمُكَٰ  
言った。あなたの部族が滅

びてしまう。 

ٰبُجَيْرًاٰ ٰبْنَهُٰوَقَالَٰٱفَأَرْسَلَٰإِلَىٰمُهِلْهِل   

そこで彼はムハルヒルのと

ころに息子のブジャイルを

使いに出し、言った。 

ٰيُقْرِئُكَٰقُلْٰ ٰلسَّلََمَٰوَيَقُولُٰلَكَٰٱٰلَهُٰأَبُوٰبُجَيْر   

彼に言いなさい。ブジャイ

ルの父はあなたに挨拶を

送り次のように言っている 

ٰعْتَزَلْتُٰقَوْمِىٰلََِنَّهُمْٰٱقَدْٰعَلِمْتَٰأَنِّىٰ  

あなたは私が部族から孤

立したのを知っているでし

ょう、なぜなら彼らは 

يَّاهُمْٰ ٰظَلَمُوكَٰوَخَلَّيْتُكَٰوَاِ   

あなたに無謀を行ったから

です。私はあなたにも彼ら

にも干渉しませんでした。 

ٰٰفِىٰقَوْمِكَٰللَٰٱتْرَكَٰفَأَنْشُدُكَٰوَقَدْٰأَدْرَكْتَٰوِٰ  

あなたは既に復讐を遂げ

ました。私は神かけてあな

たの部族と話し合って 

ٰفَأَتَىٰبُجَيْرٌٰمُهَلْهِلًَٰوَهُوَٰفِىٰقَوْمِهِٰفَأَبْلَغَهُٰ  

くださるよう、あなたにお願

いします。ブジャイルは、

部族を率いていたムハル 

سَالَةَٰٱ ٰلرِّ  
ヒルのところに来て、伝言

を伝えた。 

ٰفَقَالَٰمَنْٰأَنْتَٰيَاٰغُلََمُٰ  
ムハルヒルは言った。少年

よ、お前は誰だ。 
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ٰبْنِٰعُبَادٰ ٰلْحَارِثِٰٱقَالَٰبُجَيْرُٰبْنُٰ  

彼は言った。ハーリス・ブ

ン・ウバードの子ブジャイ

ルです。 

3ٰٰفَقَتَلَهُٰثمَُّٰقَالَٰبُؤْٰ ٰبِشِسْعِٰكُلَيْب   

するとムハルヒルは彼を殺

して言った。クライブの靴

ひもの代償となれ。 

ٰلْقَتِيلُٰٱهُٰقَالَٰنِعْمَٰلْحَارِثَٰفِعْلُٰٱفَلَمَّاٰبَلَغَٰ  

彼のしたことがハーリスに

伝わると、ハーリスは言っ

た。 

ٰلْغَارَيْنِٰقَتْلُهُٰٱذَيْنِٰبُجَيْرٌٰإِنْٰأَصْلَحَٰبَيْنَٰهٰ   
ブジャイルは何と立派に死

んだことか、彼の死でこの 

ٰلْحَرْبُٰبِهِٰٱوَسَكَنَتِٰ  
二つの軍が調停され、戦

いが収まったとしたなら。 

ٰفِىٰزَمَانِهِٰلنَّاسِٰٱلْحَارِثُٰمِنْٰأَحْلَمِٰٱوَكَانَٰ  

ハーリスはその時代の最

も寛大な人物の１人だっ

た。 

ٰمُهَلْهِلًَٰقَالَٰلَهُٰحِينَٰقَتَلَهُٰبُؤْٰفَقِيلَٰلَهُٰإِٰ ٰنَّ  

しかし、ムハルヒルがブジ

ャイルを殺したときに、クラ

イブの靴ひもの代償と 

ٰ ٰبِشِسْعِٰكُلَيْب   
なれと言ったことを聞かさ

れた。 

ٰمُقَاتِلًَٰفَلَمَّاٰسَمِعَٰهٰ  ٰذَاٰخَرَجَٰمَعَٰبَنِىٰبَكْر   

これを聞くと彼はバクル部

族の者達と共に出かけ

た。ムハルヒルやタグリブ

部族の 

ٰمُهَلْهِلًَٰوَبَنِىٰتَغْلِبَٰثاَئِرًاٰبِبُجَيْرٰ   
者達と戦い、ブジャイルの

復讐をするために。 

ٰوَأَنْشَأَٰيَقُولُٰ  そして詩を詠んだ。 

بَاٰمَرْبِطَٰ ٰلنَّعَامَةِٰمِنِّىٰٱقَرِّ  
私をナアーマの馬小屋に

近づけよ 

ٰبَيْعَٰ ٰلشِّسْعِٰغَالِىٱلْكَرِيمِٰبِٰٱإِنَّ  
高貴な人は靴ひもで売る

には高すぎる 
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بَاٰمَرْبِطَٰ ٰلنَّعَامَةِٰمِنِّىٱقَرِّ  
私をナアーマの馬小屋に

近づけよ 

ٰعَنْٰحِيَالِٰ ٰلَقِحَتْٰحَرْبُٰوَائِل   

不毛の後にワーイル部族

同士の戦いが災いをはら

んだ (タグリブとバクルはどちら 

  4ـــــهُٰلل ٰ ٱلَمْٰأَكُنْٰمِنْٰجُنَاتِهَاٰعَلِمَٰ

もワーイル部族の支族) 

私は（戦いの）罪を犯して

いない、神がご存じだ 

نِّىٰبِشَرِّهَاٰ ٰلْيَوْمَٰصَالِىٱوَاِ   
私は今日、災いのために

やけどをしただけである 

ٰوَيُرْوَىٰبِحَرِّهَاٰ  

一説にはبشرها (災いのた

め)ではなくبحرها (熱のた

めに)と伝えられる。  

ٰلْحَارِثِٰوَكَانَٰيُقَالُٰٱلنَّعَامَةُٰفَرَسُٰٱوَٰ  
「ナアーマ」はハーリスの

馬で、彼はナアーマに乗る 

ٰعَامَةِٰلنَّٰٱفَارِسُٰ  人と呼ばれていた。 

ٰلْتَقَىٰوَبَنُوٰتَغْلِبَٰعَلَىٰٱثمَُّٰجَمَعَٰقَوْمَهُٰوَٰ  

そして彼は部族を集め、彼

とタグリブ部族はキダと言

われる山で 

ٰيُقَالُٰقِضَةُٰفَهَزَمَهُمْٰوَقَتَلَهُمْٰوَلَمْٰ ٰجَبَل   
遭遇し、彼は彼らを敗走さ

せ、彼らを殺した。彼らは 

ٰبَعْدَهَايَقُومُواٰ ٰلِبَكْر   
その後、バクル部族に対

抗できなかった。 

1 この固有名詞は格変化せず常に سَرَابٱ である。   

   が省略されたもの نの  تَكُنْ  2

3 完了形はباء    
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